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,.新殺虫剖 BHC (benzenctileXaChloride)について
1(附469文 献1集)
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＼ ＼ ′ l l

194的三庇ノーベル腎革質咋DI)耳の篭昆者スイ

享 の PAuT.＼坤 ,..F.R博士に授興されたか庖 惇士の

多年に亘る周到棉塔な研究は殺虫剤の構造と殺虫

力の開拓に示唆を輿え;そ一の結論とL:てDI)Tを

示したが'..､このI)DTが今次大戦の戦中戦後に
示した防疫衛生上q)貢献は質に大であったと同時/

'笠認 諾 認 諾認 諾 諾 慧 '
/

B̀fICはそれ等薪殺虫剤の1-つであるが,その

∵闇虫カの丑大'_作用の多申性,二並びに原料が得易

く,撃 が由直 垂の轡 優れて虐窄 め他に抜)
んじて生産面に申上げられたム我々はこれに閲T

J＼る文献を調べたのや それ等の中主なもの丈けを∫
抄録紹介する｡~､

BfICが始めて造られたのは18'_95年の.Eと･であ

るJbcnzcneTの我見者 MICIIAF･LFA蒜ADA,Y (188)
はその性質を調-Jiる馬に,之をレトJU に入れて

盟素を通じた虚殆ど反臆しないが'､これを日光に/
曝すと余帽 熟せずに濃ム煙を生じて反燈し,多

義嘩 放tt那 結占纏 国体と寵踊 休摘 た｡ こr

'の結晶は始めて造られたB.H.Cである=

一二.; U a

･〆

l ･ _ . ･ ＼

る殺虫力を試放し,一鎮低致死恵庭に与り9段帆こ ､

分苅したが･そゐ際初めて.BHCも試験 に供 さ

れ,･その結果はOL･67%でも幼虫を廃 さぬは勿拍生

長を抑える事もなく無毒と判定された｡所がその

頃から起った第±爽世鼎大戦は欧洲-のデ7)ス0.1し ＼

輸入を阻客し,その結果は,a.れに代る合成殺虫剤

の里望となり有機合成薬品の再検討が行われるに

革ったOか,くて1943年*フランス二の Dupz･.B及びヽ

,RIucouRT′と121)や 嘩 牛革イヂリやのS･- A ＼
(385)が'B王Ⅰ･Cが殺虫力を琴ち両もl?HC鼎

性体隼 琴轡 が讐めて芦力な政由力捕 海
事を確めて哉表するに至ったム

･′散 見*串

I1942年イギ7)スP ImperialChclpicallndus-

'trlcsLtdl･(以下 Ⅰ･C･Ⅰと略す)ではキス諺ノミ
-ムシ苅 (PIlyllotreEasp.)を殺す殺虫剤を求め ｢

､て残多の薬品を試験した際,B<甲C(Ⅰ･C･Ⅰでは
､666と呼ぶ)も供試され有望でb'るとの給光を相 .

その後1940年迄に化撃的物理的性質や構造につ.′･

-いて､は約50た亘る研究紙背がなされたけれども,

その殺虫力につい.ては何等級普されなかった｡

1940年*米国の_Bus.17-Am,(91)＼は551櫨に亘:'･).

る比較的簡単な有機化合物正っvlて-,ル.)ノ':羊の.⊂コ∴p
｣隆 (Cochlio"lyii-macellwia)の若齢幼虫に封す/.

*之等の文献に?LtY P･HVm一･h工A- 〔Ch甲 二
IJld.62,914121(1948)〕は之等三文献の賃奴が行わ

れたのは夫々1935,1941,1942年であり7iy下
とイギリスは全く濁立に哉昆されたと云つて居る..I
･.24 ′

た｡そこで富際使用の烏に数百塩のB'ECが収hf

されたが,をの問殺虫試験を行うとBECの殺虫

力は一定でない事が明かとな?たOこの不均一性

や?いて研究し元結果,以前から指摘されて屈た

様牢BECは少くとち･ヰ歯の立体異性体の混合物
であるが'Lこの各異性体の殺虫力に墓があり',製

品に依って異性体の含有率が異る矧こ全体として

の殺虫力に差を生する事が明かにならた｡即ちB
E.Cを′methanol及び chloroforznで分別結晶t,I

**ブラyスの研究内琴がわからないのでこの敬礼′
-経過はSLADBの文献による

＼
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･防改称.
串感

11･班一､て各異性体を畢離し,,夫々の殺虫力を韓放 した

霊長三鷹 警 ㌘芸完讐慧 警雷雲孟宗nL蒜､至 芸
った｡第一義はその結娘であるがBfICの殺虫力

は殆ど絶てγ異性体 (Ⅰ･C･Ⅰ.では Garh'mexane′I

と呼ぶ)･に依存してr:･る群が澄明された｡
. 罪,ユ褒･由 C各兜性体の設虫カの比較 ●■

LA(ゲラ事.,ヤコクjゥOTl.and;a 一

･9ranaTia/に射し粉剤として砥用) :l

質･.接 遇 覧姦qa'So完馨研

琵:6日後に於ける50%致死に必要なγ異性体の斑 .

際立抹コクゾウ体重の250万分の1である｡.
I

･B HC'の●化塁 ′

､濫 霊 完&pE詰 Z/,蒜 'KheLa.C2L,l諾 C63_
hexachlorocyclolleXaneと呼ばれるもので ben･

zeneに6原子の盟素が添加したものセある｡ こ

れ町bcnzbneを種々な促件で盟素化する際に篠

-pられるが,袈酷としては喝い日光0,下で1夕霧蓮
リザ,水溶液上に浮べた,benzene七 急離 盟素
ガスを通する方漁が撃げられて居た(18)O莱後大 ■

･′. 儲 :-;-誓…監三芳三雲三三芸認 諾芸芸冨こ.?

GumI]F.R(189は b'enze-8750ccと.L'%NaOH

水溶波750ccとの乳濁液を強い紫外線 (可成から
,-o I I
_L'900A~まで)Jo鹿射下で頭 書化して粗反感生成

物295gを得た嘉 その中から分別結晶に,依 D.I
后1二p.112-1140でr異性体を含むと思われるも.
の】23g-(全体の41･7%)を一得た｡ l
､ 宍戸等(883)は蛭紫化に削 lOO以南 海況でJ

柿アんヵ咽 雄を反感の進行につれ漸次徐刈押
える方法を投薬して居る｡

●lIAIDr'1..(BOO)は水のない妖感で液体 bedzene

を班紫巌 で盟素化した再 誓場合置換塵素化の
机雄であ去金屠偶妹を避け強心化畢光線照射下たヽ ■

/ l

＼′ l

･行った｡而して結晶生成物が容易に日新包申来る粗

度に生すれば反感を止めて結晶を耽り,'浦波YC新 ▲

しい bcnz'cnc扇 ほ て軸 盟和 する∴ ､
･C一一̂-T-iI(8-0)'･は同じ方故を述べ･反感各界は t､
鉛誠bとし反重 度朗 極 上に匿損が起らぬ掛
に15-200に保ち,bcnz血Cに理論畳の60-70% L

の盟素が加え.られkt:if,生じたBECを除いて新

-し.い ben.zclleを加え七反感を按けると云う去

BE苫0恥AZOV等･(26)･,はlKW･の電燈で照射Lと.

て季Vる反感塔の止から benzeneを,守 から垂ヽ
を逸り込み,,囲素を通する速さ玖 ben/Z6neと反

T･腐する転は充分であ考が過剰で逃げる事のなし臥 ′

r鹿に調節する｡又塔の内部は蛇香によf)水冷じて

600-540に保?｡而して底部から友庶物を十定濃

度で取り乏左癖二0/塔で今一度反感さ巌 ｡.かく:●
･て二度反感塔を適った反旗物は水と共に茅沼し̀て

･bcnzeneを除去し,鹿 沼物は冷水中に捜じて毎拝

し副 ヒすれば中性反腔になる迄沈澱し80｡｢4b｡車
I_04時間乾旅する｡このTf駿で収丑は盟素に封して

96･9%･bcnzcncに封してが 1･6%であづた｡ ーtr

賢′Gr.Am (176)は化堺光挽照射下に膜状,31は噴

.要された be'nzcneと既132とを交流させ,蘭 卸
で (600以上にならぬ株にして)反臆させる｡反庶

液は照射してある貯蔵槽で溶けて屠る盟素を完全 ･一

に反臆させた後,未反臆の bcムzeDe を滑去す

るよ

WF.n,STI･:氏(440)は水銀燈又は日光IJ潤射下で600 ■I
･'でbcn2:ene中に盟素を通する. 1 .

･.これ等の製革は何れも光化撃的方法である｡と I

れにらいて以前になされた研究がある｡巳打ち乾性

/bcnzcln&.･t通常恐庇の建素とを捌 払 Lに作用さ

･又は FcClSを坑奴に使うと旺換反舷のみが起

る｡IclIではuFnL換と捌 口の取反鰯 咽 る (置換が∫
79%;添加が80%)｡′開城畠用いす光臨下に反庭 -
.させると添加反慮のみか起′わ,その反廠遼東は歴

:素の濃度の自乗に比例する (3'87)｡この反麿速度

I.について SM:T1.等(391)娃気体反感に於では最 ､

＼
麓素の墜力及び●benz占neiの屡力に比例す ると亭

うor-/ / l ･＼

r 叉 LUTITEP.等'(由4)はあらゆ畠地歴素イヒ･反
1
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臆に於ける巌型的随伴硯琴の-つである酸素の阻

昏作用が b.enzeneと騒素と?反感にも昇られる＼
串を指摘したO侍酸素を殆ど含まぬ benzeneと

l 放素の混合物でも暗所では反厳し覆い｡光が無いJ
'.場合にも7ルカ T)が有れば反廠するい 沸騰 ben:

~､2:9nCに駁素を導いて反感させれば benzelleに

浮けて居る酸素が除去される結果'光化撃的活性 -
′ 】

が高まり堂内光線で充分であやと云やて居る｡､1

_′ 栂,班を利用せすにつくった例としては'TEI

三 -I;;_:-if-ii=i-:::_--__:f1-7=i_?:-;::_IIl:.:-i=二去 ;-:
ナ

を得た｡この場合反感温度が高い粗BHCの生成一

率がよく覇姦陀 尊以て毎燥盟素で虚準正 やく-め

･が串Vi｡l反嘩温度が･W Oで隼琴串量の59%のBH･.ー ′

｣篭 監 O気疎れ て即 や 吾叩 Cn2上述の鼠
/''

に散超の立体異性体の況各物やぁる｡
＼

/

仁 蝿 uh.IER(309)･は沸騰 bc'nzcltle.に光を常て乍

∴ ら盟索化して得た結a_を昇華精製したところ,初

めは葉状結晶であったが終少吟味八申体結晶が晶

出した｡潮 音牲 甲･P･,I1至70 で鉄線から知られで
/ 居た bとn去｡n｡Ihexachlorideである如;,後者は･
BOOOで始めて溶坪その後退かに揮塵した｡､その後

(前者を α異性体,∴後者を.β異性体と名付 けた
～(810).,. ､ ●L

･vim m,.i;ih,DEnt(974)臥MATTll';Wよに倣vTbent∫

由neを1%苛性リ､-ダ水溶液上に浮べ:'与れに盟素､l

∴ 農 芸芸芸忘三三三監 禁 諾 芸oa慧I

溜出には極めて長時間を卑し且少量の即も滑出し
牢ot南 野 80%恨 及び轡新 潮 巌 轡 し
､てm･p･1680のa異性体を得,雄潜物をbenzene

･から再結してダイヤモンド光浮を持つ β異性体

▲車中を得た｡伶a,β混鰯 の舶 鮎測遍 右
とβとは凝固鮎1年5･601の華融混合物を?く､轡
' を見出した｡_油状物は更YC塩素を吹込んでも極少

丑坤 吸収耳ず議晶も少ししか出家なか車 .:之

'を水葬菊菜琴すると bcnzene/と少量の m9血･ch･

lorpT及び dichlor6-bcn左eneが溜出し,､多野化噺i

血河出しない｡筏潜物は粘間物であるJ これ を,

cthcr,.ior%酷奉 酒精華車 別報 晶を行空
Im.P.1120↑一1180と､m.p:-1320の二つの新異性体- _ゝ.

P ._06 I ､

∫I

l

I

iZ!q

欝 11 班 , 1I､ / , ノ∫ /

､を得た｡′之等を夫々γ,8男 性体と牢付けた｡
其の後ImAL.m (245)はBECdα,β,γ及び∂
異性体の赤外線吸収スペクトノ柁 研究中,未知の

不純物の存在を知り之を追求した所BEPの異性
拝と思わ軒たので,-粗製BHCを propylenedi- ､
chloride,酒精,'isopropylalcohol,四蛭化米菓等

tで分別結晶を行い m･p･21革.5-219.80の新異性･ . I
体を等離しt,C異性体と名付dh｡

最近 BASTIANSFhyト等 (13)は teyclohcxanc"叉

-は monochlorocyctbhexaneを狙い人工光組下に

蛭素化しで 皿.P.1450の新兵性体を得てぐ典性作

と命名した｡ ノ ､

現在迄知られて居るB.ECの異性体は以上の
a,β,γ,早,E及び-Cの6異性体である｡
立体構造 -Iqcloh6如 e友び亨の誘由蝕の豪
雨旨環式化合物の立体構造vz:東しては未だ十分研

究さ咋て居ない｡多ぐの有機化笹の教科か こは

cyclohex/ade置換体の6倍の環状敦素原子が同-/
苧面上特.?･る.t仮定LTt居るが･これに伐れば

cyclohex,ane匿換体には9種のci8･tran苧只性休

が存在する事になる｡ ､

一方 SAC77SGは oy;lohも叩 e頚に放て帥 疫

(C型_).構造と椅子型(Z型)碍辻の丙型を由る司排
出水るt,主張したが,､DIch･lN5ON等 (115)はⅩ絶

廻析等に伐る､β･bcnzeD,e-h甲 ･bromidcJ及び ch-

loridp､の結晶構造の研究を行い,又 HA義 一.庵

(201;202)はダ不状の βこb占nzenehexachlqride

の電子線廻析に解る研究左行ったが,･その結果 β′■ヽ

異性体の cy?19hex㌣ne頚は椅子型構造であると.

串う結論に超した｡又-80?に於七 ?clohe- 't,.
の結晶のⅩ線研究を行い ･eyCloh占Ⅹane周 は同様

/
に椅子型である事を認めた｡ l

煎 無 ,*(885)も亦B'蕪tc'品 轡 乱 に

∫

論及し,:cyclohexane現は椅子型構造であろうとi::■

推定tt,3街の茨東癖印 洞 ÷平面上に_･他? 3

茨素原子力きこれと乎行な平面上た存在し･屈諭的)

にはi昭b'立体異性体が可能であり,このう■ち'Pf
在し得ると思われi.のは甲種である;この5畦 の ･

戸ちの2種牲鍵田異性体であるo即ちα異性体は/
救急の割合が大であると云う鮎畢びその他の懲由

から鏡面異性.休混合物から域って軍るとし･βは

改革通 り 封 静 性 構造のものであり,熟こγはnlCSO-IL
さ ､ - ■･.

1
1 `ノーノ
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'.野､虫 料 率 妨 11 班
＼■ ､ヽ､1

inositolとの生理撃的閲聯性から潤並を経穴し一 周 し理論的には13種乞平体異性体.2W:3桂の鎗
勝各異性体p立体構造妄推定した｡一･ノ ･:.･､ 田異性体が可能で査部で柑穂あるとした｡･:31主異

-早 耳 A'L-FP･.琴 く埜 ).も何奴 椅子型榊迫相 性体の立棚 迫に関主流 琴ら:くこの号の白海も1

. 弗 l園 BH'C異性体中7紐の盃の少い榊迫の略図

＼ー

_
/

～
lI3,6椅子型(8) ノ＼lヽ

112･4椅 子 型銃同異華体t(a7) . ′̀

1,3椅子
＼

It

型(72) 1,3,3 椅 子 型 @ 7)

･.α｢

CR ､1.-･~ ､i
＼ 舟 型銀 市典性 体 (E)

晋!構造で拝なくむしろ舟型構造であろうと推定L-1
で居る｡

又D̂ ^scn(101)もその取合に於てBHCの立/I
体掃出に関して詳細に給じて居るが,成す椅子型l

及び舶 順 法から冷じ･椅子型は?.論的には19億

あり'七あぅち臥位か比較的窄みが小さく,更に

こ.0うちゐ全校は鏡面異性体をなして居る｡又舟
型は理論的には8挺靭あっ.て,･そ̀のうち2種が比/ ＼ 一
較的京みが小さく両や互に鏡面異性体をなLLて居†

l

C色

I
､

/ ＼

■ ヽ

＼ -

I.

ュ

る
｡
従っても耳Cには7位の立体異性体が茸際
,
に
､一
軍在し得る串桓なるが,このうち
鏡面異性軍政同

一の吸収スペクトルを示すから,チベクトル0
'稜

新は5柾になる｡
更に各異性体の鋲晶撃的構造研

究を行い･
β周
.･
旺体は1,
3
,6
7梅子型に相普L

J
e
異性体は1,4舟型構造であろうと結論したが,＼そ
･

の他の異性体の立体構造Pt関しては結露を下して

居ない｡(

･.
以上BHC
あ立体構造に関する2
_,
39研究者a)I

●27

＼



● ＼

防 虫 一斜 畢

推定の概要を遮べたが,5異性体中大体総ての人

から認められて居る,0は一,先ずβがLl,3･,5椅子型
構造であり,/.eが舟型構造 (恐ら̀く1;4舟型鏡面

異性体)であると云う経度で,その外iは1,2;4
満子型鏡面輿政体であり,γか1,8椅子型SはL,
12,8.椅子型構造であろうと一部の人に依って推宅

されて居る (第1国)｡

物理的及び化壁的性賀'.B.EPの各異性体の純
品は何れも無色瑚宕晶であ?て1,億 ぎ無臭や苦薩
を星する｡'融鮎は文献に依って可成り相違して居

るが~例芋,雷管芸子禁 監 言霊孟十

率た之等の兵性休の蒸気歴は､'S,･･'DE(385)及び

BALSOd(9)に依って測由されて居るが,この中

乱す甲.に依ると吹衣の通りである｡

第 3表 13Ⅱ0異睦体の蒸気旺

＼

㌔

＼

･-1

′

;;･ ;●

l

∫/

BHq異性体は何れも水には殆ど不溶で 臥る

が,有機搭剤に封しては一般にβが最 もお け′難

ぐ,E,α,Tの臆に溶け易く庭 わ,Sが最も溶け易､.

.い｡女に S'.ArX･:I(385).及び EAUEr.(245)に依る-1

各種溶剤に封する溶解度を表示翠 通 次表の通抄∴

であ早｡

･ ､第 4表 B丘0共性体の拾解庶

(1)凱Am(g/100g'.沿払 200C)

#( 剤 ノ.Iαlβ
氷 糖 酸､

AOetOnCて/
benzene

･n･?Aptylチlcohol:
.,.08,･

弟 11 現

四 盟 化 茨 贋

chloroform.′ ～
oyOlohexane-

cJClohe王anOnell
dioxane′●ノ′
etlle r 一

′潜 ' 精 一′
ethyl?octate

叫ylenedlohlo!id.

methylalcohol
monochlorobenzene

naphthaheavy(230-B700)ヽヽ
石油五一-テル(60TS,OO)
toエuene ㌔

･Xylene

蒸 潜水 (p.p.叫1_･

3
･
3

8

0

0
､
0

ノ
ヽ

0

L7

】7

9

9

4

e7
5

3

3

3

e一
.9

8
.
5

.i
S

】7

1

4

5

3

2

5

2
27.3

21.･1

130.-4

1.8

41.rJ

･111.1

(10)
/ /
(?)KAUF.R(g/100g溶質,1200q)

溶 剤､lαlβγl古Ie
aOetone

ethylacetate.
dioxane .

toluene

bcn五ene.

無 水 酒 精′ .ヽ
metllanOl

etheL(無･水)｣

､ethylenedichloiide

chlorororm了い
PerchloroethyleL8

四 塩 化 茨 索

l石油エーテル(40-75.0)
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L
p
一
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㍑2･
5

一
′5
･
5

川

4･8

2･
9

一
ocol

1
b
-
J山｢
.71｢.9

3

ュ

1

0

｢

.1
0

3･7

㌘

19･2

堅

2-･
2

㌘
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又各異性体の赤外線吸収スペクトルが ヤAASCl7

I(4-2DIFi)(101),II(AL.,･m (2-才5FE)(245)等妃 ､

依って測萌されて居るが,これは次国に示す通D

である｡とれに依?て各異性体の定免法が確立さ

れた｡このうちβ異性体は四盟化米素及び二硫化 t･lL
･袈素に溶け姪い烏に粉末状態で測定して居る｡

1､女Ⅹ線祝事隼関するデータも哉表されて@･る

(246)｡

'その外を異性体の結晶劉 勺研究も行われて居る

が,これは次表の通りである (101)J･

･次にjB･異性体の双極≠能率 の値 は a;:卑･字,_

?.:i?;蕊 ?;S.:bOb'篭 孟さDneTbyBe豊 等 ,3I.I

EナL.ER.j等.(245_)吐β男鹿体の翠磁子能率が'bcn一J

.I
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第 5表 BEO異性体の結晶的研究 (DAASCJl)

元性体匝 晶型桓%)詣躍 I撃甲可 w r- 荘園

zene中で政 0･7×ユ0-.18e.S･u.であるが,､cyclo･

hexanc中で.Qi'2･qxl0-18､C･S･u:であって溶剤
に伐って双寧子能率が担化する革を示して居る｡

命薪異性体 Cは双壇子能率0といわれる｡

ノ BHCの化畢由性質を見る､とアルカリ以外に対

して轡 脚 勺安夢で,適 度,吸塵等に依?て壁杷

を受けない｡殊に酸に封しては極やて安定で濃碑l
穀から再給田硫る07,ルjU)に封してはβ興隆体

tto
l笥

lFC芳
v
tt
J
L

%

Iヽ ､′一･
一■･■
･l

妨 11 妖

以外は極めて不安定で,容易Lに8分子の財政を股 ●

戟.して tfichloふbcnzcpeとなる｡1
C.778CJ8+8NaOH-iCQtlaCr3+tTlNaCl+3H..0'･
この丁ルカ7).に依る分解卑び分解産物に関して

は,政に1912年 V.lNTn,.rtLz血F_i(_L'74)の詳細な
研究がある･｡これに依れば -i,B,r各異性体は何
れもアルカ1)に依つで1'-L'1才,I:1,i'･8･',1,8,5の
8種のtrichlorobcnzeneの混合物を生すると適 `1
ベて腐るb',･,̀その割合を表示すれば第6表の通りF

である｡
ヽ

最近 1IAUEP.(245),LACLA17tr.(260)等も亦各

異性体の分解速度k関する研究を畿表 して居･%I
軒 如 ,革AVER?分解申線を野示毎 ぼ第摘 ､
の通りである｡･ ＼

これに依れば伴が畠も分廃し易く;6,γ,Eの個
最も'b定で

V i.lt 'W.Ll.∫ト +

Al血 ■一 'l什 +.lf
∫ / ･V.

BETA I.V▲-.I二 V ∫_Jt L(..
,V

I1人‥∩∩.-ハ■n p ･方Gu.,,i車ー(190)も亦こ一･kh.州=喋る弁解牢一関す.究な行小三､:.%の弁解叡I.I聖 や 云 う磯 に 8垂trlchlorobctl.zcnc_q)混合J得られるのではな.く,1,1trichlorohcn宅CⅠledみがする'と綴じて居るo又鎗(405)もpH〒10にぬけ;異性体b朗 醜 盛衰*.lLliO l､･一方熱咋封する変母性すT初年B卑JCの煙の撃.■関する方法串乾草 され -,る○即ちBATEL云N (14)は

′一メ+一lー●7 ･u 'lu.I･-lf/ド
㈹ I∴.V∴∴ヽf

i.

＼､ 1 ∩ ^^ ノ

ー■J- ∫ ､l/.L ′V_.V ,～∴VI...'1. ー ~I.,

′

～ 1 ヽ ､
･V 'tN .W ･1p'

∫ 申 I ･V̀ ′ V一.L
■● ∫ 卜 J ~ー ノ′ -ヽ

第年団 ノBEC･異 性 体の赤 外 放 吸政一スペ'ク い レ
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第6未BIrlo異性体の分解産物

1＼

ト ー .卜 二十 十 了

T:一酒相性及び木相生加里及び嘗蕗 pyridine,quho-
1ine■. ' ､ ･-(,

J.f
抄

沖.ta
L
～一

-･'

-e日Zbt臼R
O

tLO.IFOlt
l

J10L
拓

OIJD
V

坪
T

ヽ

).1

∫

ノ J/

l

ると塊や可成り純粋なγ異性体の結晶(且)を得

由に琴憩させるとr及び少畳めβ異性停め混合抄
を得るL.-その後に析桓 る結串?大部分はr典睦′ ＼

隼で,∂及び観畳の.β異性体も含まれて居畠-(正)0 .I
G/A性件は甲異性体よか有機溶剤に難溶なのや

し得る｡純′γ異性体は(皿)を､chloroformから再 ｢

結する事に依り'純8異性体は(B)q)methylal十･

cohol潮 時 石油エーテ'_Lを加え七琴欝沈澱 さ .

盲,変に･;hlorofo.rm'から再結す畠串に依り得 ら一
れる｡ ､

Rinis主Y_等は拾体 (supportidgmcqiun)とし

IIて'sill'C.agelを;不動性溶剤(11011mObile-solvent)I

1,tして n王trome'thaヮeを,動蛙細 (mobi.lesol･･

vent)とLで,;-h占申*eをか て分別ク晶 トグ′

･ ラフ由 (parfiLionchfomatograi,hy)を行い,粗出 .●

'･ BH.dか,らaltP･子,8異性嘩thcpta･及び och- ･.

chlorocycloh占Ⅹ蕪 ′忙相常する組成の結晶を称I
た｡ ､- 41
◆又異性体中曲小梁虫力のある一のはγ異性体だけ

であるから;γ含有量の多いBECの生成促件の
-暮1 -●● 7 ●I● I● ILlJ
二TInIEINEOIJR･ ＼-

rP3.固̀,BEO異性体の脱整酸反応
(0.1Di-IPlethanol位官途,OO(〕)

C,鰹素酸加卦 層騎及び酸化マグネシヴやの混

合物を使用し七窪を菅生宜し.めると,̀69･8%がbi

僻 される事なぐ煙として匝て来ると牽 くて屠る｡,I
.̀異性体の由合と分散 仝BqC中の各異性体あ.

到合につVTてはHA-.-ふ ､(198)臥α.:70%迄,′′

β.:6%,IT.･10-12%;∂;18て15r%と云って居声｡
血 ucr等(245)の試料では'a:65%,β.:14%,T'=∴ノ
12%,I8:8%ie'.･8-4%であった｡McBec(285).

はlγ兵性隼の含有量紬 14%せあるとVlう｡I

これ革異性体あ分散法岬 睦休め項でも述べた.

がゝその岬 頑 ATiT(885),R仙 Iiy:*(185･0)滋 ･

び加嘩 (244)の碇案した方法があも｡･L I/
s五tART の方d:庖製BECに7一定量の methyl_■

alcohblを加え加熱すれば'｣比較的砕け.姓い α･,

β属性体の大部分は不溶解物(Ⅰ･)と.して喋り',7:
l

ず異性体･I/甲反嘩生唾物女む少量のふ,.β異性俺
が沿輝する｡この渦紋カナら溶荻のT一部を姦蟹させ＼＼ー＼ ＼ 1
80

､/
-ノ

＼

解明が垂望されて居畠が,未衷これに関する敬衣=I

は見常らない｡ナ合畳が高いものが必嬰な場合に '
曝有機溶剤で抽出冬は分別結晶する方法が取られ

て居る枝で巌 ｡即ち粗製BfICを乾臥 粉砕段,

I.:･L,逮.ti
I?Iqcne叉は Ⅹylぞne誉抽出
性休め大部分と β異性体及

抽出物はγ兵
/

畳の ､a異性.

体を呑む (BOA);･溶剤としてはと＼の外 plethyl'･r

alc9hol(440)･?yclohexane,trichloro叫yl･enel･

-chloroforrP;∴氷百醸 ,met机 acetよt轟 8)の政一

(､案もある｡:,
ヽ

一.何 PennsylvaふiaSaltMfg,･Co,ではγ異性鮭

/-･含量83-86%のBEC一をつくって居＼ると云 う･.

LL.(b ap卑(Sanit･chem･･J23･169〔1947〕)
,'製剤 ′粗製BECは白色葵は宍色の粗末叉は級 .

･欺東体も 屡 特々有の敬具を持ち有機溶剤には路'■

けるが水に紘溶けない｡熟には比較的安定であ

か;,A酸には強く7ルカ..)朝丘は不安定なる邸は駄

適し如 ,･,'着衣水にも分解され乾燥石衣粉苛と飽

温水でも袋化せ歩,石衣岩粉末,白電と混じて比 _ド

l水の存在雪すら染化しない;.又光や室雛 曝して､/
l ′ ∫- /Ji

l ＼ ＼
1



～

防 虫 斜 串 妨 11 銑 l/ノ
も彫響はない｡これ等の事から野外にても相常期

間芸詣 完 芸乏崇 言霊完,漂 蒜や脚
. 風如 影響すると尋われ,BHQ'の大きだ欠鮎と

して挙げ,られて居るが,この封双として粗製BE

'･･Cを粗い硬いSHicagclと約-日間接辞筏姉別す

正ば如 可郎 よ.くなる,･Saltcake,活性栄,′7.
′

I
･.''iミナ,働 ヒ錫▲ゲル等も鹿臭に有効である(177)0

BHC製剤としては攻の様なものがある｡粉剤

としてはタルク ベン'tj-イト 石膏等で杢BH

c6--60%叉はγ異性体として0,5-157oIに稀揮し

たも甲が用いられて居る｡羊~の粉末はパラフィン

､ワックス･,蘭画 ,ネ テアノ7,'ン酸等で鹿 シてお
＼けば滅束にあっても凝塊とならす,水にも相首親

閲浮遊する様になる(69)0-液剤としてはxylene!
･1 匹Ⅰ盟化炭藩 tetracbloroethylene,■decalhe等

･-･の有機溶剤に 6%叉はそれ以上の粗B耳q妄執ヽ
したもので'声油その他の溶苑で梯赦 して用6,
るL乳剤は溶剤には芳香政次化水素叉は盟素化鎖

状-Bi･化水素を用い,乳化剤としては.7-ト舶 用

■末で時に洩潤剤を添加する事もある｡.SLiDE(885)

･. は垣硫酸パルプ感液む推奨して居る｡

← L､acrosolとしては γ-BHC･2%,-'diisopropylてiiI'
naphth-alene15%を含み;気化剤 (即OPCllent

,gas)としてdichlorodifluoroncthaueを'用いた読

~' 助 ミある (137).:&この環細 C鐘金厨を侵さぬ

事も試験されて屠るd

r又殺虫剤妄廃に鹿帽 止さ融 嚢茶剤として作用
/

させる方法もある｡γ-BHCIO部を椅酸アンモジヽ
90部と･クt,ム酸蟹10部の混合物'と混ぜたもb'や信l
管に依り起爆し.薬剤の反慮熟に依_り殺虫剤を束

,化させる.(144)｡又B血Cの塵の哉生に関しては
I - /

■既述した3 .モ ､ ′

溝畳ま 'BHC鼎粒体の中でγ異性体の聖力粥l
把佼れた殺虫力を有して居るから,BHCを殺虫

･剤として使用する巧叩 γ異也体の合有丑を建立

するか,又は生物等を的翰屯法に依ってその効力を

桧韮する必如 てある｡こ一のうち生物撃的な方法lt′.

関しては.HosKINS等(228)に依って詳しく述べ

られて居る｡こ方γ異性体の定畳に関しては.1946
年迄は通常な定丑方法がなく,‥僅かに分別結晶又

＼､

はクロマトグラフ法に伐つ†異隼体を分醸し,r
異但掠合有丑を推定如 程度に過ぎ鬼かった｡然

し1947軸 筏赤外線吸巌 っクトル墾 始轡 臥ノ

鮎降下払 耽盟酸法,ポ｢一ラ｡グラフ法或は分即 _

クロマトグラフ法等の屯盈法が相喝VTで捉奏され .
たので'次に之等について概略を述べる｡

1)席井藤吸取スペクトル串 (lPl)､ ■ I

成 す各異性体細 晶及び主な剤皮感生成物であ :

予heかachlorocyclohcxane(CBTISCI7)の赤外線

吸収スペ?)I,を撮り(節_L'田参照),各異性体ゐス ー■

べクト)AL･の毒が可成り大きいので,B-EC混合物 .

中の各異性体の定性及VLl定丑を行心得る革む明か .
･J し

にして居る｡従って予め与のスペクトルから分子 ･

吸光係数と岱庇との開院式を求めて匿き,_ノ次に試 ′

料のスづクT,レを掠る串に庇って,Eのものの吸光

係数を求奉,上述の開院式75.,ら各異性体の汲皮を

井出することが出来る｡ この方法に依れ虹各異性 ･

体中 物の場合は融 て正確に定丑出払 別反嘩

物等が含ま叫る場合もあり妨省を受けずに定量出.

来るi普通そめ訳弟は土0,5%以内であると云わ',

れる｡ ‥1

2)凝固鮎降下法 (40)ヽ .r

純粋な多丑の一異性体中に異性体混合物が溶解 .‥P5
して居る場合,此の-異性体の凝固鮎は降下す

･鳥 ;芸冨芸諾 忘芸志 農 芸Hkt霊 芝 ･}
た｡･

即ち洗浄0,5gを測定管に取り音の上.に10gの

純1異性体を加えて,-これを1120-1800の油浴中

に入れて溶解せしめる｡測定管には正確な温度計′†

及び撹拝棒を附しておき'解放後地雨 ､らと/り出

し徐々に冷却せしめ凝固する温度を柿密に洪1J定す

る｡-Gに純T-BHC･及び10gの純γ-BfICに

｣ 0万 の純a一血'C紬 えたもq,kついても同様
な扶作を行つ七凝固鮎を測声する｡斯様にILL/CarlE;i
･BEC及び試料に依る凝固鮎降下が判り,計算に

依って試料中のγ一声ECP含有畳を算出する事が

.!出来る｡こゐ方法は由琴測定の際の注意と･&rJ碍装
､ノー

､匿の正確度に准って誤差の程度が異づて来る｡侍

.L～,この方法を用いるにはIl試敬毎に･110gという可成
･少の量の組r異性体を琴め準備せやばなら,なり｡.'J
_3)臨盟酸反感法 (-060)'

＼ - 31

//



/､
ら C

′′

L f 潜 虫 ノ戚 ･*

･,BEC異性体の申β異性体を除いては何れ′もア
･ノ.:,tJや7)に侍って分解され易_く(第3回参照),{分解～

一 転依り綺 子の盟酸を確率して tTicilorobenzehe

･が生成する.然し前述由如くこ?際の分解速度が

.′異性体に依って可成り相違して居るから･この鮎

を利用してれ異性体の定量を行わんとする純化撃､/.

的な方法であ,B｡ ･′

即も-0,1g句読甲&-2′つとり,夫や9･i%嘩精50;

し .CCに溶解LrOOに冷却して宥き,.同t:.く00に冷却

,し転lN酒精加盟10ccを加えも 1つP試叫は15

分間,他の試料- 分間作由させ牢が ,革 酸
･(1:3).:10CノCを加えて反臆を停止せ しめ,方 々

･volhard法に従って碑酸銀,ロダンナンモシを以

-{常法の如く追放雄素を定量する｡･吹yFJ15分と.50

分に於ける撒酸銀泊安曇の毒から計算に依って試 ノ

∫′料中のγ異性体合有垂を算肘する占羊?方法は純
.イ鹿 的な定免法で何ら特別な装匿を必野としな仏

･オミ,上の方法では商談墓守可嘩り芥きく±59ほ＼
､･･度q)誤差を生する場合がある｡■ ,

4)ポニラp̀グラフ飴 ､..

･19416年lLELLER等 (如 )はBHCが水銀滴下電l.

極に依?て道元波を生す草笛を畿表したが,これ､l ノ
がBHCの何れの異性体に基 くか明言しなった｡

その琴 や GRAl工等 (234)はTL異性体中みが水銀ノ
滴下電極に依って還元されろ事を見出したO闇に

彼等は溶剤≠して無水酒精を使用L/･電解質に埠

1%沃化力蝉 を使用する事に依り,γ定量の目的
を達する動 咽 来ると報じ五 ･(

一方あれ 中島(BS)'も雪｢･妄pblラ■フ法に乳

:つてγ異性体の定量が出率る事を登衣t<たが,そ

･ の際の溶剤には.dioxやTleを使用し･一竃解質特は

tetramethylamTOinllふ bTOmidc〔(CHβ)4NBr〕又
-) は cllloridc〔(CH3)JNCl〕-を使用しJ綬関液にはl
I.Eolfhoffの htlffci.solution(pH〒71,07,ヤラチ

･,/添加)を準用した｡こ,0方声に依れば可成り中一
確に各異性体混合物中の.γ異 性体の.定丑を行う事

が出来る｡･/ ､ ノ､

･一方 DRAGT(117)も何様鞍ポーーラt!グラフ革

･･rc依るγ異性伊の定革声畿表したが･,これは溶剤
としてQi_･aceton占及吠酒精を使用し,電亀質 にF

は箆化加里をRIいて目的を透して居る｡,愉本定量

,法華行うに貰って還元波に大きな影響.垂及 ぼす

82 F, ノ▲
上 .. ､ ノ
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｢Jl

.h9PtaChlorocyclohc如ne/･の-異性体 (m:p185-
860)咋つViて言草して屠右 '

何軍国に於て安盛 (459)･塙酒精を用 VT を ず 定立 ､

誓 芸荒禁 oiラフ;'とparti'ti.,-chr｡ma.._I

bq叩by) ､

RArAIlsEY等(852)はBHq異性体及び副反感物 ･

P.分散精製に羊の分別クロア げ ラフ法を用いた.
.が,最近 AEPLZ等 (1)はとの方法を用いて粗 /

裏B王IC中りγ異性体の定量が出来畠-3を敬琴し

た∴ ..

即ち SilicAgelを給体と･L,,ネ 動旺溶剤として 工

nitfomethaneを興 し,如 轡と豆 攻め ni･
tromethaneを飽和したJn-hc.xaneを嘩用するo

'jE4｢定量碑 料を動騨 剤に溶解し,七'れ細

体及び示劫性溶剤を充環し転用筒中に流し込んでl
吸着させた後.,蛮力を加えながら敵性溶剤を添加′

.して溶出を繰返して.90-チ00の溜分に分けるO.令

油分中の溶剤を溜去する.と結晶が析出するが'初 ･

･期の滑分にはhbptacblarocyclohexancを得,次に

･政.cB異性体が得られ,そ~の衆にIr異性体の結晶やミ -

'得られる｡このγ異性体相雷部費加と合せれtj:.γ .

/異性体の含有量を定量す､る事が出来る｡′この方準′′
に摩れば誤差は最大2%以内で可鹿りiE確であ

る｡叉同時に副反感生成物の hcpta一及び_o占h･

定量も行.うことが出来や｡
. /

･借上速め様なγ卑陸体の定量法の蟹昼以帝に牛

の血液中のBEOの定量(10･),食物等a)中に存在
l

する少畳めB王王Cの定量 (203),及びBECで虚

理tlた粒物中の軍E.C̀の定量(168)等に閲㌻る取
替がある｡一､ ･ ●｢

以上現在迄 (昭和23年8月町 に哉表せ られ :l
三 三 :_I-;三 三 三II_I ;-,喜L≡ -:-;三 ~･'
甲新しVl由畳法の研究が行われて卑る も●の と思

うこ ._ ..

現在迄最も正確と考えられて居るのは率外放晩､

牧スペクトル法であるが,装置が投稚高供で測定

に熟練を要軸 言 方ポワラpグラフ靴 細 末

＼

･ヽ

個決の･%もある華 可成り正確な定量法と考えら

ヽ

れる｡唯､γ卑妙 異性体の.定量が出来患い欠鮎が

/ ′
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ィ ある｡そ野地の方法は何れも化軌的な方法で魯っ

て,そ一の装置は比較的簡ffiであるが'佃今-妙正

.確さを女く等の理由で与後の研究に伐たぬば恥
ぬ鮎が多い .1､

-＼･ ･＼了 生物に及,(" 脚

′J

白LADE(385)あ取替による,tBHCの殺虫効廉
を牽坪しうち主な､る昆虫苅及びその外の有事動物
l
は次の如くであるal'J即も直週日昆虫では73 .)カー
'飛地,コオロギ,/チャJ,･ネゴキブ.),菰目ではコ

ロモジテミ'∴年辺日昆虫では トコジラミ,憐題目 -

fak壱蛸 粒の食雛 担 ,一メイ･H幼申,･-ホ

/

･≠ヨトウ･珊辺目昆虫ではキスヂノミ-ムシを始
めとする諸税のノミ-ムシ街,サル-ムシ,.)I/

ゴヤナ)ゥムγ,諮焼bマメ)ゥ'ムシ瓢 .コク リl

･ウムシの苅1-みツヲブシムシ類,ヲPラド-ムシ′･,lヽ

-膜題目昆虫ではスズ メバチの琴'.蛾質'双麹日昆 .
.虫では-マグラカ類 ,ヤプカ類,イェ,.,'ェ,田辺 .

日では諸極め画質･蜘妹顎ではニワ_i1),十ジ妄
三･甲敦顎ではダンゴムデを奉げている｡丸 も
.SLADEのこの扱昔はBfICの蟹表間もない頃o'も/､
ので昆虫に封する質際例も甚だ少葱か ウたのであ

坤 →硯毎 でに判明した有効琶虫の欄 は茸に､

移し小数vt上っていうので,これ等を悉く今引用･

することは焼現に堪えな●V.故,-そのうち主なる扱

昔を項目別に若干紹介することにする｡
ノ

一般真東苦虫

BHCが長和に殺虫剤の志田のもとに試験走破

∴せられたのは,DDTの場合その封象が始めは主

とし,て衛生字虫におかれていたのに封してBIIc

･は贋に農業苔虫,そのうちでも特隼京菜苫虫の防

, 除に用いられて卓効わあ'8ことが哉見されて.出

払 凸草としての拍途はまさに現時すべきものがI
.あると

成す我矧て於ける稲作の放大･'方申たる二化映由

;tFf.翌芸是認 認 諾三三ヨ諾 慧警諾霊芝霊芝

紹介する｡̀･ ゝ

二化晩虫の産卵に墾 す影響を車やために,潤
!苗を植えてあるポットに所定濃度のT)DT,BH

∴′ ′

/ ＼ ●

＼

ノ. ,

∫
鮮 11 軒 ●

CLを棟布乾燥後･卿 ヒ田筏の成虫1封宛を井上K.
故飼して後,.産下され鰯 p塊敬を邪恋 した と こ
ち,0.4及0.r･%BHC粉剤で虎現した'Lqi'放同に於
ては放飼後1:5時間鶴見する.と成虫は水河上に落
下苦悶し'.勿論産卵も行われない｡羊れに封して ･
10%DDT粉剤で虚現した笹では倍相即.･丑の正唐
卵か産下されてい､る.塀虫卯に対して拝BHCの
殺卯作用は全く認められない｡炎に卵字化幼虫に封
する効果にt)いては,積商こ療卯をつけて,これ
にB甲C乳剤(4%)･水和剤(4%),蛎剤(0-31,･

o･4れ 弛 )'を廠布し,好化幼虫の生死を瓢察 しL
た結果,･粉剤塵理が最も成費良く'､0･5%粉剤霞 P＼

に於ては100%.や殴虫効果を示したのに封し･▲D
DT粉剤では余｡効知 攻 でない｡了 `
METCALB(3O8)によるとク.リ ンアザ ミ11ゥマI

Hcl,'oihriタS/,aemvnOrrhol'dalE'Sに封しては.γ-Bff
CはDDTよI)10倍,も有効である｡即ちBrHCT･
o'.001%AcctL'Z'Qf存淡で出和すると100%駆除で
J

きる｡BHC況合体は琴拝のγ-BfICよ岬 晃
が少なく,叉粗製BHC'は同じ滋腔のγ-BHC
よD持紋効苑 (rcsidurLlbx;city)が短い｡

CIIAmTAN/等 (81)によちと扱粉性硫苅粉末で
:･以てr-BHC,T)T)Tを夫 々6･76%･6%の割合
に柿間した粉剤を1土-カーーにつき8diンド宛畑
に撒布すると柿につくネギ アザ ミウ.マ.TllriP∫tap
bacl'に封する効Al<はγ-BHCの方がT)DT才放布
より有効で奉づた｡但LTloERNER葦 (22壬)の試､＼
､.警諾 芸憲 詰 讐 冨7Wi:'三宝 ㌢:fh三三､
darl,BHCの効果を比較するとT)T)T噴霧及粉
'剤撒布がもっとも艮レ噸銃を孟している. ･

こめ外,花井国璽方両ではm場に即 諾中のグラ,r

ヂオラスにつくアザミウマに封してもBHCはDI
DTや酒石酸エメチンより防除効果か勝れゼいる

,ず,この花を満了E用に供する場合にはBHC特有 )
.pの臭乗を輿えるために使用をさけるべ き∴である

買9R79'.K'S89(06'30,にお ば 嶺 を壷ナ轟 ､tFI
けガアブラムシ Macro∫ibhu仰･Pisiに封､して も～
BHC粉剤 L(0･.6-0.9%)はDDT同様効力があ

り,pこ扉 止 して- ノ′袈幣 効果由 る｡B
一軍gたこ'コチンを却用してもさしてその効力を満

t一一 1 83･
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-､あることは出来ない｡.但し1.wILS>oh等 (455)のノ
.∴戚銃では同じ審虫に封してDI)Tの方が良い結果

和 してVlabJ･こ適 合PDTiBLdcとi'そのp I

1-2%東に封してtZデノンを0.25%添加すると著 ′∫

.･′ しく協力轡 巣を.* する｡一文画 を嘩 加えTC I

･'豊望慧冨警 華う､るが'轡 禦 PDT聯 ､

.､ 戯 省農画 梅琴 撃 部で嘩 革轟 入-･
て甚しい故事を起すシイロイチモジラダ､亨Jメイ ガ

.●ギt,･1llaLZillCkenelFa,のBHCにする防除に占いて

I ,∵糊 は ろ質虚を行った｡-宅の取合(825)咋-よると･

･押 C郎 ヒム蛾の卵,(幼虫,成虫轡 期に叫で
二一効果がある一.即ち大豆枝葉に務め,BEC粉剤(.0･5､二.

∫

一 %)膏 L剤eO,･9'4%),水和剤(?･Oi夏)/&撒布琴 う ー■
の成虫を放飼するといずれも30分以内に落下して

∫ ∫

･､･果樹書虫 ･･, ,, 1 ' 'し

.ノ′

錐由にあいて挙兵あ壷要啓虫であるコサ ンガ

Cwpocapsabo:7Wnellaの防除にBECは全然効果 `

がないちとが多くの人々によ't,て蟹験され七いる.!r

(881)(449)(175.)｡それのみならす挙兵b準琴 .
弥2カ月 もまえにBdc虚理恵去る七も具象が果 -

質から取れず著しくその風琴を嘗する快鮎があるI - ･∫I

(412)｡/)ン≠人ナ'}ウムS,A叫 nomtがPo〝W･'
nim に封しては1･%､Iethane,5%-dlbitro'ocy-

bl･ohexylphenol･'6%LdJl･nitroocre甲1･5%rDID
Fp･3%BHC粉由の醸 後の8着桓 効でやや
が,.B一耳CはI)DTよりやi効力が劣 る/(114)二

又･&ンゴー樹の寄虫セあるメ希Ii･1糸賀蝿 Ai'as-

し奮う;ノ.墾 巌 軍轡 撒 イ準 行う,t由 縁 ''･iLe聖 警 誓書.禁 聖 警 碧 警 聖 .響
･杏の啓虫である才bムシの1撞･Co,noLr-achetus ,

ト,-enubhar:#1牝期成坪 野Liは hobbt31)た ■:タ■. I
･よも:JBECk通 酸鉛やク_.)オラ4'i(氷晶石),
.J､より強力な殺虫力を表すが秋末に近ぐ地1冬期にI ノ
入さんとするもPk封LTCは本字虫の薬剤に封す .
･る抵砕由 囁 く洩 る革めに号の執如 ,'城する.よう

-√であるL｡~又梨あキジラミの1稜 Psyltaタyrlcolb ･

には耳ECは 紳 cronyl･cyclohcEやnOnC,LJLj

lphcnothiazi-C等坪無効である(196)｡-1

庵 萄の- .il押 ネタ牛 隼 4noIMla叫 ,ea
に臥しB.甲C粉臥 (BHC10%,白土90%).-b水卜

懸濁液を虫体に直接撒裾する場合,,除虫濁 乳酪
主,J枕酸鉛より東男が秀れて居り-,又忌適剤とし ･.
ての作甲 種 れる,(13扉 ､.

ヽ
′

合,施行24時間後に於ける殺虫率が 8%であるに

1封して,D.DT粉剤(2･5%)セは全然死滅したも､/

の抹なかった:Blic乱酔 岬 剤?Lo･,1年兼良 ..

り･04%液に本宮虫の卵粒を直接浸漬し7.も顕著な 一

戦卵劫火がある｡ 1 /

北米に於ける馬鈴薯の雷虫ヲPライ人 ムす

. LebLlnolusadeceml如.eataに封L{ては5%でBHC I

瀞剤む1′ECJヵーl千つき25kgの割合で撒布する 'l

･t･I)I)Tノ,デ.)ス剤より効めがあるが,大義生の

一時頑 恕海野 強力なDZ,Tを撒布した方が年給 -
-鬼を得る｡偽幼虫鼠除には従来使用されてい追放

′ー 酸石奴でも勿論有効である(85)(256)｡t ′'∫

ト･又馬鹿馨を加昏す､るノミ̂ ･Alシーの､1種 EPiEn'x･
Jucu机erl.S･に封してIも3%のDDT及 B E C 粉 剤 ･･ヽ

撒布は共に効果も'{ある(25軌＼､ .

pRANNOAj(48)､たまれば豆芙陀 喰啓ずるテント ′

-サム予の1種E〆IacFLnltavarivesiisVt封してはBE

.I,ぬ あ如良い鰐鬼がえら47,てし患い.守 の嘗虫
了 ･にはむしろ piperonylcycIQhexanoやe又はDI)./

T粉剤VCl.より駆除が望ましいと言らている｡､元来t･L.

B宜Cはテソートウムシ類には殺虫効果が窓vTらし

r く,,壷 に申ても毎 琴画 遠藤･･J･f幣 (T.84十
･によってニジフヤホシテ ン T.ウ E〆Iachna28.1

rtacutataに封する同様ゐ嘩技がある｡玉萄費の
省虫アア.)＼メイガ PyralfStq,nubilalむに･も本刑は､ゝ

無効のよう'である-(-07). ､JIF-1◆1

/ 84

- ′′ /
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棉作害虫′

米国.K於ける帝の準 両軸 準木であるため棉
作省虫に封するBHCの試験結果も相Lyi'参政に上㌔
っており'チ947-1948年由､2年間にJoum･Ecou●,＼ I

Fnt･p東上に才は されにいろ論辛も1昭 に速.して

h .｡綿に?くノウふY,の事由 A品EhムnbqusI.,gr-1

iluiisF封LTCは6%γ-B耳C粉剤抹I)DT,∫
枕酸鉛'l'枕酸石衣に坪べて殺虫力が狙いが持払効

空言芸㌫孟芸Z,蒜 芸冨欝 書芸孟宗農 芸,BL

~＼

1
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I

七いる (123,】58,851,257,46)Dとの場合琉宍雫

を加用せぬとBHC扱.6後往々にしてアカタェの

1種が反って大紫碑を起すことがある (167)｡,こ

?外BfICが有効な鹿作啓虫にはナザミウマの 1

種 ,F,LZnkinielLatn'Eict',ワタ丁ブラAタrJL'sgo∫SyP;;l
筆があ畠がこれ肇に封しても少くとも1真田1回は

薬剤を撒布せねばならない (145)(350)｡一､1 1

丹 /~ー

■

貯疲数物を加害する甲虫顎に封するBECの殺

iA効果が 巨常にすぐれている｡0甲N(a,30)によ

誓 芸,B,EjC,?ga:a.si?,ニ諾 認 諾 芸

V=t死滅す-i｡念a?ためBfIC虚理を施した穀粒S:

鼠隼投妬しても何等紙 を皇しなか?轡 甲か

る乗物は成るべく食畑に供す季ことは避け.るべき ･

である.｡粒子用には無商港支えないと言やてい＼

I-る｡.31CHERIAN等(83)蛭穀粒100grに付きDI)′
,T,BHCを安々0.606hV'宛混和したものでは

致穀粒中に棲息するもグノウ及,,クヌストモドキ

TribolilL彬ferr〟ginF'eumは鴎理後3-9七以内に

4カ月牛超過しても何役虫効力を維持して慮り,

儲穀粒の顎穿力も何等異常がみ らtL/ない｡GAY

/.'{1器差芸芸DL芸雷5'芸芸芸芸慧言霊警讐 誓 言
ノノゥ及びナガシンクヒRhizo♪C,ihado舶niqaに封

串 防虫効果は 放して唇 や言,それによ- D
ヽ

IiTt及牢fiCに野す,8上記2撃の啓虫の祇由
は後者の方が強く'しかもすガシンクヒに封する∫
BHCの殺虫効果はbDTの夫れ･より大である｡

霊&r芸 環 諾 崇 謡 憲 ㌫ 去
＼ l. L､∫

′ヽ

がTfに1f;00滞分の1の極微丑を混ぜたのみでナ女

シンク七に封して有効である印ま注目すべ号であ
る｡ ･ ､ l●＼

LARTER(246)は長期貯萩中の純子用王国黍 を

加岱するコクノウに封するカオ.)シ,ポーキナJl/

ト'フル.ミナ,BIICの効果をみた如,普遍叉は

多少乾燥した垂範のもとIではγ-BHC,(0.002%),･

及アルミナが虚理後9カ月間有効であることを質

/′

上

申 .妨11枚 仁 ■/

験した｡

Il

∴ (

･ 飽く予 科
SLWEの扱骨(芦85)による一とBEC函究の初 ､′

期,既にその質敬塁に於いてナフ1)カ飛蛙LocusJ

:ta･migrator.'a/m,･graEo,ioides､､に封する奉剤の秀TL_

た作用が判明したので早速飛蛙研究の大家であ少 一

且つ串良省に放ける飛幽 策雫如 し.加 8;･B･
■p二tJvARO¢＼を介して常時枢軸国カ,tら閲放されてト′

間もな叫 ヒ7.71),カに於いて直ち牡大規模の野外 `

苛政を施行した結果大成功を収めたので挙る｡､＼
'しかしながらその後現在に至るまでの研究(186,.′
㍊5)･をみるとDDT,､Chlordan,BH'C,diniT･.
.tr0-0･crresol,phpno山azl･ncのうちもつとも飛酪

卜防過に効果のあるのはdin.'tro･o･crc品1及びchlor-I:I l-

danでblつて,琴がB王‡Cが有効でDDTはあまI
.り効かないようである｡■l

BEC'は又 MctanopllfS厨バ ック対にも有効で ＼
･ヽ緑 之に関する研究も可成畑 るが,WE- N等 ー

(448)の質陵虐､よるとBfIC,rpDT,chlordap,
･､bxaphcne等の新合成殺虫剤の .Melan,oblus-/e⊥

悉 く̀死琴し払 厨 こ?様に廃れ た緋 はその後 ,I 竺 竺 'im:.._Bf･禦 r竺 竺 _讐 竺 警禦･ .l . ヽ ●･
BHC轡 も叔hである｡､.又PHtCは此琴の-'.ッ
空 封しては成申よb'むしろその苦虫に効棄桓f
･きいのである(173)｡一文遠藤,Jlf瀬等 (138)によ

農 冨冨慧 芸Bb孟-3芸孟去3'.L.'Z x8y;芸慧芸荒＼′
波を水軍に撒布すれば枕酸鉛,廃酸石衣,DI)T
の.ti,;車れの東剤よ●少も殺虫効果が木でぬ ｡t

･̀土壌昆虫 - 上 ､ヽ l

殆んt･.絶べての土地の土塊中に賂臥して盈作物

や国葬作物の税を昏するもajyC-.)*ネムシ周 I,､､

(コメッキムシの幼虫)がある｡ ■

GREEYwOOD.(178)は馬鈴薯作付地に於い七◆1ェ 1

.ヤ ｢常少,2-2二5ボンデのBHC粉剤 CtlBE.

Cl摘 ,Pyiophyllt'te90%)壷土塊に撒布トて-
9ガネムシ甲駐除に艮結果をえで仏もふ撒布畳訂

7･5㍍rFに均すとBEC濁特の臭気が薯皮につ

)･ /
くなるか,この場合皮を剥いで調理するか,煮沸 .

lr ヽ
N'
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～ ,防 虫 科 挙一節 ･11鍵 ＼ -

一すれぼよ心｡

-_:I± 三三 ‥三 三二 三 ::;;-==-_三～
.ぅに有擬質の多い土塊串にG7:特に苗床嘩 生し,''
て苗を喰審するカさ,iこの事虫の駆除0･ためにBH

､ ′tc轡 Pに響 子は液剤を垂 すれ撃 塀率
る (131,139)｡ ′

Couturi,et等(9･1)によるとBHCを土塊 中に､

'9･5:100の割合で嘩布するとケラの1稔 Gr少Ilo･

ialpaJgryllotaPa-が完全に死披する｡

) ../

I. 衛生害虫 一ノ ･一
.＼･

rBfICの茂際的用途の最も期待をか,Uられるの
は蚊蝿等の循生等虫の防過であって,̀その効果は､t

､ LD･I),Tに甲放し/或る場合にはこれを造かに′しの
や東成班が得ら町｡いる｡ ., ､

家風に封し逸早く寛政を行った米国農務省昆虫
)

′ 三三三-::-i=::三 ;I_-:I_;:一二 -I:--i:1111:;i:I_::-7三 '-I′

はI)I)rFの約 9倍;按準ピレトリンの】8倍の効力

/,-rを.もってGl盲古でみるム即ち氏等は'これら3種のI
栽虫剤についてTurn-tablc法による設虫鞘試験を ＼

≡;二 三 三 二 三 三 三三二 手

～ ＼

･率 (knock-downcffcc!'ー/丘虫が殺虫剤のた･めに,:`

.飛邦又は物に止ま如 旨カを失つ七落下すること)/

をみると速効性殺虫剤であるビレト1)ンがその本

領を敬坪して
′

I)Tはこれに蛋

9%落下していもカミγ-BH､ClD
る｡そしてこの2'垣の新合成殺虫

剤によって落下した家城はVlすれや飛那 印 を失JJ /
い地上を羽田するのみであるが,他方ビtlH)ン

′

由霧によ?て簿下した家城惟胴 す車 とさえ出I

発率 LL､ ''

- '次に革下した宏規の24時間後に於ける生死を鑑

別する阜その轡 は前の野合上反封にビレu ′y′

a,殺由 来もつとも悪く,､BJHPが最も効恩が大J[L

埴 い(毎 7衣参原)こ

家齢 塵長の各期に伽 8,BfICIKt断 る感受
･性の相連について恥 DulcfIANOIS一等 (1芦i)の威

厳が あるがそれにrる七 γ-BEO昧蝿肝に封し

β6

/ ＼

I,′ ノ

一■■■

第7襲 家蟻成虫に封するBH(〕t二DDJT,I

｢;cvoro,pR認 比較 (触 sDON4'F､& /

ては全然効果がみられす,･今BfICに封する家蝿1

の抵抗性の弧Vl/畿育時期から列拳すれば ､'l
,卯期>桶瑚>第 8̀呑幼虫期う節_L'令朝出かI

となって第2令幼虫がBfICにもつとも彫轡をう
廿やすV)と言う｡オオ化直後の家蝿成虫に封す る
LD50はγ一甲 C昧霧甲場合P.･4mg/kFである
が卿 ヒ後永らく生存しているものは賀剤に封す%
抵抗性が強‡なる傾向がある(874)?.
蚊成虫に封LItEARNS･等(246)一の紙背によると ●. ,

'γT芦LHC滋DD.T′の5%･Ⅹylene溶液をペト1)-ノr ㌔
シヤーLレ円に1卒方呪懲り100bgの割合に塗付
･して後こ'rDなかへ-定時日を経過,Lて後アノラ-L
レース成虫の雌 Anoi,helesLquadriiLnaCulaluSを放ちI
.et就虫が全部落下す挙までの所要時間夏比校した-
ところ,虚理直後は勿論lB週間後に於いても倍D
,:D士より持故効鼎が秀れている?/又同種の蚊幼虫
咋封ト0･1p･'p･m.q)濃度で虚理しても48時rul後
Kt於いて侍 1009ほ 虫性を有している.
,嘩 石蕗等し禦 )もトウゴ⊥ヤ7カAeicstogol, ∫
′七 下戸｢ジシマ声 Aedesalbo〆cj7fS'･フカイLエカ/

･cutex〆〆ensPallelis,シナ人マグラ丸 AnoplLeteS ･
サ canusiinel,S,'S等の幼中表封象として蹄細にB
早Cの効果を質験し亘いるが,lこれ等の蚊映り幼 ･
虫期,輪湖共にいずれもBfICの方がDI)T'よD
､機 虫効果が大雪声声こ､とを敬琴′tiた｡Lr*咋I).I)T
I,･ . ･ ′

′
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は元来蚊桶に勤トては列カが殆んど認められない

にもかiわらす,BHCは蚊的に封しても非常に

劾めがあることは注目すづきである｡又氏確はI)ノ
'DT,BECの'-J泣虫を井戸水に況じて一夜故旺

後,′溶離 由って潤過し声滅法申VC,トウJゴーヤ?

カ幼虫を投^,してその殺虫作用を放したところ'J
1 23時間目に於ける成杭ではBHC霞は100%殺虫

･率ち示して.LnるにもかiわらすDI)'T陰雨 死々
＼ だ幼虫はrl哩もな,(只竜の中の数匹が多少射つ卒

程嘘にすぎなから牢｡まって氏等は以上の事柄声ゝ

ら考察してBECの蚊幼虫に封1,る役虫作用螺幼

虫がBHCを喰することよって起る中毒死に加う

るにこの水溶性物質の葦作用のためた,I)DTよ
り数倍の効力&.持つ結果になるのではないかと結

､､論している｡串a･B即 は水に封己由●く按畳 (10.
p.p.也.)ではあるが溶解することは本桐前年に

.即 た叩 Cの溶解度衣に与って明らかである｡;

BECは◆Busv羊NE(65)によるとシ.5'ミ, トコ
ジラミIVt封しても強力な殺虫効果をもっているこ

ノとが葦せられて.いる,申し童卯に封しては前述し

た轡 の場合と聖 嘩 カであ?て･この場鮒 む
しろ･diphcnylamlne,･dl'nitroanisol,hllrylthl'0･
cyanat占等力河 成殺卵力をもってV?る｡∫
,mLL等(_0,16)によるとヌカカの1種 Cuh:coides

lmPuncl去IusL醸 生ち防ぐためには敬生地帯 転封

-してγ-B.ECの5%乳剤を.1平方沢たっき100mg

･の知合で1回撒布すれ吐地域内に棲息するヌ,カカ

は悉く死滅す′る｡,そして斯 くBHC廃幣 寄れ 転
′土壁は少くなくとも深さ･1cmまではヌカカに封し

殺虫力があるが,薬剤撒元後に降雨が､あるとBIi

C.はきちに土中に琵透して有効殺虫軍 国が 搾 ■さL

軍cmにま憎 がるOこの場合土壌中のヌカカ咋由

守 もIBfICゐ殺虫効朝 露 ヵppvc作用.す るめ
か,それとも酵化した幼虫に影響を及ぼすためで

あるのかこの鮎については日下不明である ｡

●一
串 柿 11 執 ,

/

1-3.7%では効か ;少ない (418)｡叢脚 を鹿 ぐに･一

は3%粉剤カモよい (817)○

難金円に於ける誹の･13虫を矧釈す.FDには合内の

持上だBIICを｢'ml撒布すると効卿 ;ある(96r).
犬に寄生するイヌノミCtel.10CePJLall'lZesca7tisやキ

ララ.マダニの1柾 A"tblyo"-aa",cn'fra",LSに封
しては6%BHC粉剤を体毛中に抱 けば,よい
.(862).. ＼ ′

二倍BHCはウシジラミH.ae7naEoPl7uietLrySEc･

ノ̀rl"LS卯k封しては0':1%r-BHCで虞虹すもと､

∫叩 %の効果がある(447)｡ ､＼′

家畜書虫 .′

'- :牛を敬うキスヂウシでヾ工 HypodulnatF''leaftL〝}･

′這蒜完;芸 ､アoviqckJcG荒詰 ま憲 警 誓 芸 誓､

い･ やゝ･5',ノ7)ン秋作を虫抹すればよい｡軟膏g場 合 一一
に旺_㍗-BHC.のe･8-0･9%がよく,粉剤 セは
ノ-

｢こ･
l /＼

＼ 其他の動物に封する影響

lDI)Tの場合でも両様の緬題が起ったので率る

が益虫に封す.8BfICの毒性は如何｡Eidc:(]･08)/
に3:Iれば蜜蜂に封してはBHCはDI)Tと同程度
に有事であって'BHC,.を大鹿填た撒布した由域

の蜜蜂は死亡率が高く一般に幕命が短6,をぅであ

る了 ′ ′ ノ -.

-我国に於てもこ化咲串の重要な天敵である不イ

ムシアカクマゴ-'チ Tricll_Ogra叩majaPoniclimの 一

瞬卑卯に封する寄生額面 EC敢布¢よって非常 --

vct低下し･女此の軍生蜂成虫に直接0･3-0-年%B.

EC粉剤を撒布すると忽ち数如 t,肇 撃野 草 ノ
るのである (326). ′

魚顎特に金魚に封してはDD_T･より.毒性 が効
く,又純粋のγ-Bq'Cは亀裂BH(〕より毒性が

強い (165)｡BECは又的牛にも相常覇性 が.あ

芸'Jt-2B4芸冨琵琶票差忘;pipo'芸{:慧 警 慧
/長も毒性強く,rTBHC,α-B血Cの闇に弱くな′
ってβ-BHCには全くjTiE･性はない｡87BEO､の

叔小致死丑はBp･p･rn･セあってこれ以下勾汲度

､では症肇を哩すにすぎない (191,19_0)｡ -

TAYLOR(412)によ李と排癖に感染している家

兎に封しそT-1BHC,?1%オリL｣ブ碑を塗付した
i.ところ,少しも家兄に副作即 興えることなくしノ

一､て完全に＼これを治癒せしめることが出乗 車 と云

う｡又微生物では酵母に射して/BEbが殺菌効果

逐 有すると とは作由由椿の項に於いて後に述べ卑 ･

積りだが,-.i填昆虫例えばハ 1)ガネムシの題拓除の

ためBfICを土壌に撒布する場合その土地に晩は

:1 87

′ヽ､
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すろ73,:レ クヾタ･丁を始めとする土塊細菌醸 す 1

る影野噂 葉上大い軽 度単 離 もない甲琴で

ある? - メ

SjTBV:ss"o芸;4k4誌 宝三話 芸警 …慧志諾
性体は殆んど阻啓しない｡I;hepfachlor6byclohex-

1lni笠LSp-T3(28;漂 琶芸‰ 8二BIH隼＼

は原生動物甲ノウ.)ムシ Puaやec.'uln'cau/datup8←I≡i㍗

に封しては異常生早を声させしめる二郎ちゾウサ ＼

･ムシゐ増益率中にγ-B王手嘩 10p･p･m･の知合
･で添加するtl.その敬青に有事と-なる｡γ-BEpの

汲庇が 1-0.5p.p.m._の範囲内では核分裂が行

われ右が之に拭く細胞分裂が行われ申ために･1イ臥1
体内に小核が14僻も有するもめか生じたO叉ゾウ＼

1)やシの各個体の長さと幅が通常のものより50%

も典範に生長した個体や,2叉状bR/生個体も生＼
じてきたo ∫● ., (I ,ノ＼､･

又 /Clayton等 (84).'によれ虎植物の板に根痛●･
を作って窄む典える線虫輸こ封じ七はBfICは全
然無効やある｡巨指 B甲Cを1ェーカーにづしてI

宰5,76,b26,675ポJドの割合や土琴に撒布するとr

苗浪度施行した質放置の即 吟 傘垂 死し巌 も .

か わゝらす ,_土城中に幹け季線虫の棲息密度は少ヽ

しも減少LLなかったのであ.るoiI
I

BHCの作用機構

BHCの煙幕剤としての効界はSLADE(885)め

､ ゝ (
I,.

′ 1 /r
∫ I I

罪,,,11 改 ＼ 1 1 ＼-

と十分之を中毒死やしめ,ることやミ出来る｡

次に上述した枝K:種々の経路をへて昆虫体内に

侵入1ノたBECが体内に如何様に分布し'叉昆虫

の生理に如何なる鮎 を鮎 高 甲 そ姉 と壷l
昆虫の新陳代謝機能によっでどんな化畢担任をうー･

堅 昆虫を準 至らしあるのせあるか,.飢ち妾の
作用磯感については未だ充分満足すべき説明が輿 ＼■
えられていみい.,､ ､ ト

現在SLADE(3号5)によって唱えられている倍散

は昆虫体を祷成する縫紋細胞の敬育増殖に必Wは

代謝物質であるととろの･inositoIC6716(OI事)Bと
γ-BHC ､C凡 Cldの化笹構造とが極めて靭似 し

･て居り･Lそ,?2物質の構造上異るところ墜前者の
I:OHが全部Flに置換えられたすぎないもりで あ
＼

j るpそこセ昆虫の組級細胞は新陳代謝に決くべか ･

:､らざる要素で申る･inpsitolを取込んでこれと結び

付､くべき筈?ところ･偶々体内た侵入してをたこ r

･1れと構造は斯似しているが垂壁-0あるγ-BH(】

墜 菊 結合するた桓 以後の生活細 舶 如 ミ'了
放けてゆく･ことpが不可能となつ七速に死に到る'も
のと考えられる｡ ′一 .Ll

/ ､乱ADE等の此の断簡 ′ino声itolやhcoryの韮礎を

･輿えるものは質にこの10年釆論戦か紋けちれてき

烏北 畢撃 剤であるSulfalnilPml'ieの仲里轡 に
･関する l(tlHN及 Woops等の所謂り迫田し尿廠''

笹詮にほか最ら･&い｡即ちSulfanilm ideの細菌敬I

＼ 膏抑制作即 ミ乏主極めて化学構造の類似して空 .

細歯 痛 雪る轟育促進埠 誓 .,aPlamin空 ?oicI
,,'aCia丞 よって著卑しくー阻零される壷 宙1るカ亨,

組合によれば穀象に封して有効であることを認め･

ている｡この事嘩BfIC､の気化速度か亘I)TO夫

れよ少も著名しく速やかである七･と串りして十分

察知や･られることセある｡r I/ ･了I

=BEG.は接航剤としても有功であらて例えばBド

HC粉剤で立毒ブ7)を虚理すると29--40分以内に :(

≡,I-::;三 -:-i:I_-=i'L=;≡,I:;主宝 去 :-芸三一三~-誓
1

- 如′く這ちに軒 しな岬 撃 墜 聖 は 一･
兆型的な症撃を起して年波する｡･

IBHC中 毒甲と岬 準 甲 両 立転撃工
て攻も朗著であって,例えば1000倍褒度にγ-B I

HCを合有させたビスケ̀ ットを穀象成虫k輿える′. l､

88 1

･1 3 - ,

ノ

.

＼七の事質か,ら爾氏はこの爾作用物質が細菌のもつ
哉青に必要な或る特殊の受体を率い合 う紐1果 ･ -

Sulfanilamideの温まが充分大である反らば質量

作用の法則に従って,菌体に於け畠本木敬育物質

串る ケamhob品zoicacidがIB合すべき位既 を

Sulfanilamideが塞ぎそのためだ細菌は雷わば1

種のビタミン妖乏症に陥ってその蟹宵が阻啓され

るのであると解樺する｡

sLADE､のBHCq作用機構につふてこの此の仮

説は日下の虞貰際昆虫の場合を例にとった貿詮的

研究が余り多(払 いのが難鮎であるが,これに紋/

様を輿えるもの′として nREwOOD等(252)の賢敬＼
がある.即も氏等はBEC各異性体の酵母の哉育

∫
-I/

′

l ＼＼ ＼

.＼
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叱及i告す影響を披したのに r-'BfTCがもIDとも
I

胡制効果か強く,他のLCB,β,】8界性体の抑制効苑
はγ-BEC程ではない｡･ /

inostolは元来酵母ゐ顎宵物質であるIlioS′の有
.効成分として知られている物質であるが'酵母の ･
廃東基に此の物質を一定淡庇以上添加すZJtLγ｣ ･
B即 の酵壷 封する抑糾効勅唾く阻啓きれる -1I
と言う興味ある事Tfを哉見したのセある｡その際 .
他の8Fq-･性触 .･nbsiblと何等持続性をさつ.てい
ないのである｡ L̀ ＼
/之に封して貰駿材 料は異るあであるが,̀占,.So: -
竺警 至芸 芸 aTIOeliTE諾 EizTaCeAmLoF"'̂?oSBd'a,.･T孟
ついて,又PE･MErLLOit筆 (109)は蚊幼虫にiD
･ いて γ-B王IC の殺虫効果に封する/ino{lblの持,l

･抗性を香淀L_{いる｡同じくDEMEェiLnONの賢駿＼
であるが,家兄に γ-BEdの致死盈以下の欲盈･'

メ.1､ を経口的に連日投輿するとT-BHCが家兎血液J
.中に移行し,ここの家兄を野血した蚊成虫は窄め牢
死ぬめである｡この時斯く虚配した家兎の血管内
･Kinoitolの相常盤を連射してやこの家兄の血液i:::I
がもつ蚊に封すや殺虫効果を弱めることP:認め
られなかった｡Cl-IAⅨ (79)の研究によ.ると軍E
c各夷性融 原生動物に屈す声枝毛宜顎の1廃
やIa.lLCO,ma坪rlf?rr".'S.に封して等性があわ･そや
う′ち8-BECが最も効く{T-BHCがこ.れに衆
ct

陛

/ ､

器 農芸bKl迄.ibLt冨霊芝芸㌫芸 芸慧諾 慧

ヽ

ったので∴彼は所謂 1-noslbltheory.を疑問とし
ていも｡又 McNamam (292)裾家声の贋験甲～
γ-BfIC中毒に封してinoslto卜は少しも治蝶的効
果をもたない事を認めた . -

いずれ呼してもBHq,の作用機構に就いての所
謂l'nosllDltheory.は理論的には非常に興味の.ある
母設であるが現在の∠とろこれを姦付け為に足るヽ
べき資料が十分でなく伶将来輸計を歪ねて行かぬ
ばならぬ関田であろ う｡

何BHCの殺虫劾 苑 を促 弛せしめる性質のある
･物質が知 られているi即ちThUcouRT等(356).は
グ ラナ.)ヤコクtJウCalalldragranariaをノBfIO浮
液に一･定柑相投流して殺虫効果を調べたのである

.～ ∫
･ がBHCj耳猫より'もこれにt占rpl'ne91を少量加東＼ l

′ ∴

/

節 11班

す予t,とによりそ?効界を-1段高める ことが出来

た｡.勿冨即erpineolそれ自体にもグ ラj･1)Jヤコ.早
ノウに封し或る程度の効兵がみられるので ある

/
が,これ以下の稀薄濃度btetpitleOlをBECに

添加することによb協力的効果 (SynergisticL血

ect)を壷揮i/* である･･Jt/'L'てこP甲義翫 癖

のTてBECよりも些製BfICの場今に如 て%,
_o効果が強いので拳るJ' i-､ (

又上軍の東合と嘩 封にL-.in6表itblの如くBkd･
I

i
の殺虫効果に封する阻電物質と.してはグ1)セ舞イ'
T'斯がある｡即ち T桓RP(425)の扱昔によれば

崇 だ芸冨言iT孟孟芸言?ribA諾,?:ina,Cgtyr芸;;ei誌 l:
1

1

?apryliP,tritaprot'n,_tri･n･V･,leI'n等の存在にk'/
って替るしくその効力が減弱され,そゐ影響毎程∫
度は上記の順序で効くなる｡又大豆油,オ T) -ラ

油にも住かながらこの作用がみられるが,C hole-
sterol,trJ'palmitt'ln,tristcarinには全然BIICに封′/
す.る桔抗性がないとすう｡′

ヽ

高等動物に封する蕃性.

SLADE(385)によると温血動物特に白鼠に封す､■
るBHC各異性体の M.iL.D は第8義の通 りでi
-.一第8衰 BEOの白鼠に封する血.L.D.-

α･BJZO 1.7grl

β･BEO･ 苛性なし

γ-BEÒ ､0:19gr
古･BEO ･′1.0gr

( BEO混合物 1･25gr

､ (生体重 1kg･懲りP gr･政)

あも｡即ち4異性体のうちで T-BHCが一番毒

性が強くて'次いで 6,や β･′の順序とな声が､
β一恵fI(コは重く無芯である｡
l又白虎に γ-BHCを:6週間たわた り遠 目10,i1
_06,80mgを経口的に投興し7:も何等降等 を起 さ
ず,BfIC混合物なら裾遵El100mgの分量を女カ ･/

月間食飼にまぜ壱喰わや{,も異常を認めなかつ

＼たtI-

申 ･

'一･YrAHPVA(ilo)木 弊 甲鼠適 量1.kg･に･4
き･_1gr､の割合近経口的に投興す予と緩慢な痘華

を巌 i頑 疲陣容をおと̀して4白後に宛亡 し潅 -て
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ノ了が,0.5-1gr. .の異星七は異常か認められなかつ .一
I.たと述べていす｡.熱し.ⅤASHKOV等(429)による

･ とアiyヂクネズミに封して は体重ノ1kg･につき

. o榔 碩 量館 性がある｡BllCの皮膚 に及 二
一ぼて夢饗をみるために5%B正C･i蛤 物乳剤を白

･･働 触 反尾の甲 に､1日相 ,′相 聞鮒 を尋

了 芸三三≡既 設 芝:o:meg.誓 cc5霊 - て

宛申わつけが 種の膏薬を9,0分間人体中皮膚に貼
ると薬畳の多い 5uOmgTD膏薬を貼った部分はや■

や畢血を起した'DであLる{410)o

専 - さて高等動物tBIIPで以って与の断 種空の 一
方法や廃置した場合叩 HC政如何なる状態のーも

とで動物体内に取入られて.蓄積し,又排推され -

,I-_;_寺 -:i_:-I:_I:-:二三_:-::一三 二三 二 三

一̀る様に乳汁及血液-の出現が考えられる｡温血動

物に於けろBHCの血中温庇を測定した記録はな′～

いが,JI)EMEILLON毎て109)によると家兎に_逮 '≠
日25-50mgのγ-BHCを食餌と共に投輿すると

.その血液中にγ-BH()が分解を受けずに出現 す 一

.争与と転前にも述べたところである｡牛を襲う虻

､′その他の吸血昆虫に封する防護方法.として牛体にI

/L O･5%BfIC乳剤を撒和してやるか或い聖 の液 .
のなかに琵法して 申ppingを行うと'′此の牛の ∴̀

霊 宝 三雲芸書芸 Bof;L器 誌 po･芸芸主三雲 .-̀-L

vlて飲用に供するには不適′となる_ことがあ去｡1､
千

,(1甲)｡ L

･動物仲村に投入したBHC嫁血液によって全身＼

'･k迎卵 t,或舶 L汁,尿中に移行して速に体外にl
′､ ､排壮される許りでなく体脂肪ノ組級に相質量蓄積す

,るこ主が分っているム･即ち,LAUG(265)は白鼠

に封しそ肇 餌中に 弘 600,1000p･p･m,:'の

I ,野合にγ-BEC妄寵 じて甲日間毎日輿えだと､こ.t

-■一

イi～J-A/I

ヽノ
'..｢-■′

I I

た｡'a(中-も凋富排壮されるか,●糞便中には殆ん ･

どこれがみられ&.い占 ▲ .
I ∫/

高等植物に封す争影響 一
∫

I NyLO血等て828)の研究によるとよ意の根端細 ､l′

¶包むpHC各異性隼で虚型すると.i-BHCに与

って右梯分裂が妨亘られることが判明した.iall-Bl:,～

Ecg)阻嘗作用は γ-BHC程強く牲な く'軒B

等 三 二 三 三 三三
/

るこ車 可能や そ宙と述べている0

1-&作物に封するB,亘Cの粟賓に関する研究岬
在のところ多くはないので全般的な見通しはつけ･､＼

雑言ので奉る本 ~DDTよりは作物こ封する有省∫
作用がやi強い羊うゼぁるi' , /

即ち WALLAtEく487)によれば畑土塊 1立方択

黍の正常な畿芽を阻害するが,同量0'DDTの場

合綱 車この様な声細 はない0､.又SMTi‡-(89?)･

は燕穿･</,)ヾ芽の哉芽vE及ぼす影響について同校の
ことを認めているム McLEOD(291)はタネ-'ェ ･

pの1種 Hyle_"Byiaanliqua/防除の日揮で粗製BE
cを土壌中に撒布す考と玉葱苗の敬青が若干択わ ･

ると最鈴零細の- 1)ガネムシの駆除のために土塊

中に rBffCr粉剤を1ェ二ヵ一転っYl･て10ボ ン ､･-i
1Iの割合で撒布すると,この客虫正完全止鹿除さI

れ;又薯の章芽が多少遅れるのみで大した鎮省は

,.起さぬと言ってい盲0- 1 ′../
BROOES等 (54)は1/%一γ-BHC粉剤を胡瓜

メローvE撒布亡宣非常な悪細 を蟹験したo然し
遠藤,川瀬 ,:129)は略同濃度のBfIC粉剤を瓜類●

･に撒布して句等発音を認めてレ1みい○即ちJR守

IRhaphidopalpgfemol･alisを駆除するためにB王IC′

今上1.000p･p･m･準した貰験酎 準 鼠は･そ.の ,メ
食墾 嫌悪する傾向を示したf賛助期間の終了 ダ ●･

共に供試白鼠を解剖して各臓甲 rc一合き.nJる/γ二

蔓,TC諾 蓋芸芸冨冨志慧孟芸言諾 誓揚 意志 ､･
されていろこ印 章 萌された｡千の抜かに岬 ,

肝町 筋肉･臓臥 ノ副腎等に触 することも判? -メ
40i

′

粉剤100倍,-5,;0倍/′1000倍懸濁液 (lox Ⅰ主HC

粉剤を析声濃度に水に懸濁Lたもの)を胡瓜'禰

瓜,.西瓜に撒布したところ非常な好戚銃を示した

のみならす轟音も全く起ら孜かつ元のであも｡/- I
以上の結果からみると人によってその成故に可

成りの不同があり,質書については伶/降頻検討を

重ねる必rGがあるよう一に思われる｡･ ＼､



-I

∫

防 虫 料 率甥 了1ー錬
′

B H C 関 係 ､文 献 集串

dI こ

(1) AnpLI,Ol.T.,MumER,P.A.,GALL,∫

､J.F..･PartL'tz'onchTT)叩tOgmPhy による γ -l

-BChzcnehexachlorided定丑,At)al.CtlCm.

20一三61018(1948)㌔

･(2) ALuIAN,S.L.?バックの食餌中の ben一･

zencJh叩 ehlo,ide(666),Agr.Gas.･N.S.
ノ

WAIcs･57･;171⊥2,182(19響);C･A･40二7590･
II(8) ALYEA,H.N..:光線及び a一線により迫る

L 迎鎖圧麿,LJ.An .Chcm:S｡･C.,5畠,2743二阜
(ユ989). /

(4)IAppL写'･J･W･:キャベツ.の誓虫に封す 声

良い殺虫剤,Iu.Veg.Gr(,wcrs'Bul1.6(8),

4-6(1946)･.

(5)･..ARANT,F.S..iァザバ盲に怠ける鱗 辺 日

幼虫の1短の防除め状況,J.Econ･Ent･41,

t 26-30(1948),･JC.A.､142.5161二./

(6)､AULT･C･Ⅳ･‥γヤ Ⅹn;hl(rrocyclohex叫
､(GaTrmeXane)によるダニの1種 BooPhiluslノ

ausLralis駆除'Nattire'157,699-709(1946),

i//C･A･JO･5189･･
(7) B.A..:ころの新殺虫軌 `̀DDT,･及び､
1̀666"',Agron･Trop･1(1-2),79(!946).･ヽ●

∫ (8)BACOy,C･W･:有晩化合物中の↑ロF'㌣J′
ゐ定量,Jt.Am.Che比.Soc,31,45-62(1909).
(9),BALSOY,E･W･:蒸気墜測定,皿･5×10'A

mmligに感する efFL血ふm車ometer･･DI)T
及びその他の坪蟹座の低い物質の茶気堕,Tr-

ailS.FarAdaySoc./43,64-60(1･)475;C.A.

41,-5346.

(10) BARLOlや,F･.'牛の血液中のbellZetlehexa･

･･chlorid占の定丑,Nature,160,719-20(1917):

(1b- ,･ヰⅠAbAwAY,A.B.:吸収によるDDT-′'
及びG叩ImCXaやC(γ-1-lZcnehcxachlori･･
tlc).oifl失'lhlLEnt･Rc.g･38,836-46(19I
47);C.A..41,7625.

政'Compt･rctl.d･abad･agr･Francd,23,㌔l

to･46-61(1917();C･･A･41･7631･(

＼

ヽ
l

(111? BAs;.ANS由,0,:PA;S去L･i･･奴極子碑
ITrなる hcxachLorocyとlohexan6/の新異性坪,.

4ct払~Chem･,Scand･1;688～(1.94て)I,･C･A･
42i4150. 1

(14),BATEmN;E.W.;nEATh,G.D.:殺虫

用建琴の塾生,J･や C.'Cもe右 ind･66,3251
＼~.-30(ユ947);C･A:42,2385･､- ′-,

(15) IiATTE･-E･G･･TORE;R･･I)･:'三三合成
殺虫剤の犬に封する静陸,J二軍con'･Ent.;41,ご-
10213(ユ948);C･A∴4弓,4707･

(16) BEENEL'･Ⅰ･J･,MAyE叩,P･S･,RoASSEL,

J.冒..･1946年庇の棉茂虫及び7ブラ'ム･シ防除

用殺虫剤の試飽,J･.Econ'..Ent.,41,598-18

(1947);C･A･42,715･】
(17) 血ILS血N,F.,L'U這DATOW,A.P.:b言訂 .
zencの田楽訪中体について,An L:'192,I

I228140(1878),
(18)■Beilstcinsm ndbuchderorganischen

Fhcmie,第4版,5,･09.(1922),･lsttsup･5,

･8(1930);･2ndslip.5,I11112(1948),

(19) B甲 EP･P･M･･GNAF,H･･'批素に抵抗カ

ーのあるダニ鞘の Gam甲eXaPe畢びDPT浸濠｣

による駆除法･FaTやng･in声o/Africa,21,.

･861-6,429(1946). ′ ′

(2.)′BEヰiR,H･･TセenzenehL･tOlue･ne.IS/O酪
化,米国特許,2,010,8壬1(1935);C.Al:29,･

I,6607.
(21) BENiLOClr,.M.:gr有機殺虫瓢 Agricultura

〔MadTid〕･A14･6iト6(1945)･

(22)-BERCER,E･･･燥敬反艦呼よる盟化物 の合こ

成,Compt.rend.＼aC'id:Sマi･171,29や2.

(19-00)･.′

(23) BERCOL･ts班.臥 ..･LI)I)T剤-pe叫 ci'-

orin,Ned.SPafasitoIPArasiticDisea表S(tl.

S.lq.氏.)16(1),84-8(1947);･C'.A.41,
-,6015. ､ ㌧ T

*昭和23年8月朱までのも-0を集録したO.
.I

41 ∫

､-:



､防 虫 料 率

1(24) BERTHELOT,LM:P･,E･:有機化合物の還元
/及び水素飽和の一般的方法,Bull/soc.chin.

Francc,9,･8-31(1868).

(25蒋 E血 AGP,-.C･･HAY･J･･Ⅸ････殺虫剤の虚
/ 方,英国特許,1576,498一(-19や),･C･A･42,

205〔). /

＼ -
(26) 政 iPBRAfOY/Yu･N･,MoLClfANOV,A･V･i
工業的 hexachlorocyclohexよne_の製造,-1ihimヽ
Prom.,1946,(10),9113(1946)C.A･41,

I4111･ ノ ､ 卜.-く27) BISHOPP･F･G･:殺虫剤or現状･-_J･Econ･･
､Ent.,39449-59(1945);C.A.41,554.

･く28) -⊥一- :新殺虫軌 Agr;Chcm･1(6),●■■
19122,I89-40(1946).

(節) I- I-二 ･･確詰工業における啓虫防除に

･I)DTの利匹 Cふ crl, 102･(10)18-14日 8
'(1946) ) ′

(33)･･丁-- :7''nipling,ElF･:'家畜用殺虫

･･軌 Ipd.Eng.Chcm.40,71占-6(1948);C.

.A.42,5165.

く31) BozlZl;班.L..'/李を啓するノウヰシ防除に
-benzenehcxachloride,Proc.VirghiaState

I-IIbrt/.soc51,47-58(I946);'C･A.ll,

I-I4607. ,r

上32) BoDEWIG,､C.･･L〔Benzcnchexachloride〕;

'ztscbr.i.h'rystallographie,3',401(1879);′

'Jahrisber.ti;Fortschr.a.Chem.1879,887.
･ く88) もo甲N写恥fsoN,L･･･二三有機化合物の均虫

殺虫剤的作用について,Cqmi)七･r,end･acad,＼
agr.F-rance,3'2,88-4P(1946)･,
(84) 一 一 .･elaterictbleetlcに封する殺虫

剤出理,̀compt･rend･_acad･-agr･ ･France1

33,656-9(1947);.C･A･42,5155･t
r(85) Bosi氾 R,▲A.F/H.その他 ;コ'12ラド-

'Aシ防徐に新方払 Maandbl･Landbou､Yvoor-

.lichtungsticnt,5,97-1吋 (1948);′C･A∴42,
5606.し
I
く86) ISoTTGER,'G.T.,LEYIN,i.･･bcnzend

-hexachloride:_(γ-Hc王Ⅰ)とDI)Tの昆虫に封

する毒性の比較∴J.Ecoil･Eat.,39,539-41

(1946);Ic.A.･41,1064.

く37) もoU叩 ,B:_A.･･-BHC及びC.hlordan-の1

42

I-

t .

/

序 11 班

l

/ー ノ

甘庶苗の哉芽咋及ぼす影響,SugarJ"19,
No･8,8-4,･20(1轡 ),C･A･42,2386･＼■
(88) BouRN立;L･.B/.･殺虫剤上しての みexa-＼

′chlorocycl?hexane,Nature,156,85(1946).

(39) BovINGDON,H.ll.S.白T6cE,G.I:: L
～ ∫.~ I

Ga}血 ex叩e及びDI)Tによるカツヲブシムシl

この防除'J.Intern.Soc.LeatIICrTrade
]

Chem･,31,115-9(1947)'C･4･414607.

(40) BowEN'･FIV･,.PoGORELS甲,M.A..･一

Ibenzene去exachlorl･deの＼､- 性体合丑の決し
定'Anal･Chem.120,3号6(1948).

(41) BozEURT,B..･節足動物体内-の殺虫剤

(PDT及び GammでⅩane)の吸晩 Rcv･fll･
Icultdsci.univ.IstanbulI､13′B,No.コ,65-

66(1948);F･A･42'6042･

(42) BhC苧¥,7.p･･DAVD･W ･A･L･･･防蚊Pll･詔～

'剤としその 666,Gt.Brit.MI'n'.prod.防蚊

噴霧剤に関する葡1甲 中間扱J軌.IDP.(44)I
.170,1-2-(1944). (′

I(43) BRANNON,L.W..･豆を宥する-'ムシ及び

蛾Pl種.の防駄,J.IEcott･Ent7-40,1011-6

(ユ9471;C･A･41,4884･

(44),BRETT'C･R･,RI王0ナDES,W･C･;ClOIJGI
ClSによる燐の1稜.o防除'J･.EQOn･･.Ent･'

39.663-4_(1946);rC.A.41,1380･

(45)十 ,-｣ ･:ム≠サ守り'7ゴヤシを喰野す

'るバック厨の･hexachlorocyclohe.x?ne粉剤に

よる防除'●J･.Econ.-Ent,39,667-8(1946);･

C.A.41,1380..
●ヽ

(46) - ,,⊥ :Chlordan,'Bflq,及び硫酸
･石衣によるゾウヤシの1痩b防駄'J･Epon･

/Ent.･dO･,572-4,(1947)･ ′ ′

(47)一斗,/- .;paJrathI'.on;B王iq,,chlo叫
atedcarnphPne,C,hlordan･によるバ占ク朔0.

.駆除,J.Ecod･Ent.Iil,1618(194.8)･

(48),BLritishWarOfficら!Direct?rofHygille

:西アフリカ軍第7野戦アラリヤ鹿究虫の666､
･の幼虫殺虫剤としての予備的研究の紙背'Gt･

Brit･Min･Prdd･.Rpt･IDP(44)196,1-14

∫(1944)･ノ/ t

.(49).Br･ltis岬 niFtryOfPTOduct王onか sccfi-ci(le

pevelopmcntPanel;第17回雰合議事録,Gt･/ー~

＼

＼
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lh･も･ML･n･Prod･Rpt･IDP(14)17.th･Mcc-
tl'ng,!二7(1944).

(卯) BRb-EY,S.W..･杓路脚のfF.]･:虫防除 にお

ける最近の進歩,J.Econ･Ent.,40,287-9･/I.
(194f),･.C.A.41,6678.

(51)一丁一･;最近敬年間に於ける昏虫防除,J･
N.Y.Etlt.Soc.,55;207114(1947);C.A.

41,7624･ !
(52)IBRONSON,T.E.,Shmrr,F.p-.,SI血soN,

-G.W..･メーン州北部にお止る馬鈴繋アブラ'ム

シの防除,J･､Econ二Ent.,39,189-94(1946);

C.A.40,6194.

く53) BROOKS･J･W･:東部バ｢ジァヤ州にお
けるマメアブラムシの防除,J･Econ･Ent.,

40,Lユ99-205(1947)､C･A･41,5251･.

(54)- 二一一･ANDERS6-i,L､･Z)･･･各種新緑 潮
･の効力試験'J･Econ･lEnt.,､40,-/220-8(19

47);t.A.41,5261.･′ 一 ､

(55) BROwN,A.W.A.:I)NOC･その他の有機

殺虫剤の毒性及び分散,且.DNOOその他の∫
有機殺虫剤のバッ､タに封する毒性の貰験塁的研l
究'CanadaDcpt･Agr･Sci.Serv.I)iv.

Ent･ProcessedPub･53,32-守(1946)･

(56) ,●Huftig,H･:.飛地に封する有機

毅虫軌 J-.IEcQn･Iht･40,27619(1947);

C･A･4I!･535･r'

(67) BRTINETEそUiJ･;19す5年度南西フラyスに

おけるノキック転封する敬,Compt.てCnd.Aacad.

叩r･Fmncc･32,231-4(1946)･ ノ

(58) BuRKE;F･･･パン屋における.コす'&ギの習

性とその防除に封する=三の示唆･F00d,15

(178),87(1946)･･

(卵) BdR払CE,～L(･J.,-･.殺虫軌 英国特許,686,

450.(1947);C.A,･41,如 2･
(0,0),IlusB中,R･71･:BfIC開院刊行物の文献､
衣,U.S.Dcpt.AgriRcs･Admin･Ih y･

Ih伽101･puntQuarl声･′731;Q･A･4216
96∴ ′ /′

(GLl)､BusIILQND･R･C'･:二三有機化即 妙 ルl)ヽ
-'ェの1柾の幼虫に封 する苛性'J･Econ･I

Llnt･･73,978(1940)･
く6.0)､-Bt'sTO_V,刀.W..IJACDBS;S.a,doLDSTEIN.I

A･･'Gammexaneの生理作用の起因,Nature,

'158,･o･o(1946),･C.A.40,5523.

(68) BUsvINi,.J･R･‥新合成楼閣殺虫軌 Na-
,!urc･.158･22(1946);C･A･40,5524･I/ I

(64) 一丁 :各種瑳航殺虫剤の-ロ去ジデミ

及び トコジラミに封する殺虫力の比較,̀Ann.
ill,

Appl..BioIL･33,271191(1946).

(65十 十 ,/BARNES,S･:酪凱 た舶 剤隈

I3K88,B881欝 (59573警 AT'41T1616'7芸nf●Re8'
(66) BUxTON,R.A.':DDT'及び 666の幼虫殺:

I●虫剤的性質;1944年8月及び4月にセイT7ンで

行われた平政,Gt･Bn't.Min.Pro(I.氏pt.

IDP(44)176,1-6(1944)ヽヽ

(鴫 .cal､iforniaSpray･chcmicalCorbomtio.a･･
GapltOX,米国登録商班'421,592(】946)･

(68) CALL,ANTE二McC･:ニ薪殺虫軌 I)DT
及び 666,Trop･Ag上..〔Tr)'Pidad〕22,98-9

I(1945)･

(69) CAirERON,G.R.;人及'tF動物に封する 2,

･占Ibis(クーChlorophenyl)-1,1,1,-tl･ichlor/oethane

I(DDT)の使用の危険性 とgampa-benzene

hcxaqhloride(666,Ganmex瓜ne)の毒物笹に随

する覚書,BrL't.餌ed.lhll,3,A233'(1945).

(70)` ,BuRCESS,･F.I666の毒性,Gt･

Brl･七･Min･Proq･Rpt̀IDP (44)131･1二6･
-,(1944)･ ,

(71) CAhmELL,F.L.:殺虫剤 の作用'Sci･

Mon･･63･158-6(1946),･ ,
(72) CAMPBELL,J.C.,PEPPER,B.B.:penzene

hexachloride作物を啓する(.1),ガネムシ を防

除す,New･JcrsPyAgr･,28,No･8,8/(1046);
/C.A.41,7269(1947).

(78) CANIZO,Jo.sEI)EL:新合成殺虫瓢 DI)T

と 666,'sicmbm 〔SpaJ-n〕,No.7,4-7(1946).

(74) CARiiNTER:/a.F.:benzenehe甲Chloride
による貯蔵草糧等虫の防除'J･Ec'on･En七･･

一,lo;'186-7て1947).;C･A⊥41,4607･
(76) CawnporeOrdnanceL'aborabries:貯奈/
青虫用殺虫剤と●してのDI)T及び 666,Ⅰ.DI)

'T及 666を:滅入Lた壁塗料,J.Sci･&Ind.I
宇cs･(tnd叫)4,78-7(1945);C･A･40･667･
･′ / -メ
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-防 虫′斜 串

:貯穀等虫に封するDZ)T及

ぴ 666(bcnzcn?hexachlorid,e)の使用,丑'一

望塗料に用いられたI)I)T盈ぴ.666の静陸の持

紛払 J.Sci.也in°.Res.4,49芦-5(1946).･

C..A･､40,5873･･ -＼

.･貯患者虫に封すlるI)DT及､

ぴ 666(b?nzcnehexachlor王de)の匪用'IV,./∫

穀物貯蔵庫内?穀物粉塊の殺虫剤としての
I)DT及び 666;′JlSci･旦 Ind･･Res･4,̀496-

,･9(1946);t.A.40,5878.---

(7B) ClIABOUSS.6-U,F.,LAVAUR,J.:7-3/lネ
に'おける西洋李のナシミバチの､i柾の防除,.

compt: .rend:ac示l･aFr･Fヤ ー31･60｢
64(1945)･ー'

く79) C血 ,･Pl;LA車 ,二L･,FRO這G描
C.;肝 畠畠覇の1在軽 封する a;P,γ;6-hcxaT
chlorocyclohexよne~の静払 Biochiri.et･Bio･

･LPhyS･Acta,2,157-63(1948);C･A･142,Leo
89.

(80)●CIIAmIN,G･串･･'､b血zc,n?hcxachloride∫ ･

の化笹とその殺虫九 J.Fhcm･軍ddc毎 n,

23･283二4(194軒 C･A･40,4844･
く甲) CZrAPAmN,A･.J･,RrJCHniOND,C..A･,F甲 ,

七･C･:棉及葱聖ナ示 ウ了に封すうBHC及
びI).DTJl静性の比校･J一･EcorL･Ent･40･
6T6-6(1947);C.A∴42,101.1･ ′

i,82)ノchcmicalCorps,UnitedStatesAmy･'､､
hoxachlorocyclohexaneの薫物挙上の二三の鶴●

･察･U･S･ChemC?lrpsQuarterlyLProg･Rpt･
onlnscc七一& RodentContr91･July1-S占pt･∫

I80･CMLC,No･ll,.22-80(1946)･
く88)･CJIERZAN,LM.C.,.RAO,p.p.N.･.･貯蔵穀

Ei:
･ / ･ /

/ ∫
鰐 .1.1_蚊

Proc･Chem二′S69･.137143-5(1897)･■

A(87)- ,Fry?,C･C･･･臭素とIbe干ZでncLo

鳩 用に関する轡 ･Pr･oc･lC聖 'soc･･14,
I 52-9_(1897)･ ., )I

(88) CooKE,Wm･.甲･!単やRi,'J･F･;殺虫剤,

英国特許 5苧6,4?9 (1947);C･'4･41,‡764l/･･

(89) qoR･Y,如 ･,LやNPFiORD･C･S･･･牛小屋及ヽ

＼家畜の蝿の防除,J･一Econ･Ent･40･,'425-6

I(19'47),-.C.,Al41告 630∴

I(90)Co'TTO･V,T.IR･T･･FRAN禦 FEL.D,J･C･･･淑

粉工場及び倉庫に於ゆるヒラタヲクヌスtモド

キ防除に持敵性殺虫剤q)撒私 ､AssocII0pCra･

tiveMill･Bulト1948,･166qT5.(19年8)･'C･A,
42,I5606. l､′/ '

(91)iCoUTURmR･叩･A.IBARRAUP,叫 RAHADI班,ヽ
?M･F･･.'hexachlo･･ocyclohexancによるケラ効

の防除'Compt'･rend･-acad.-agr･France.,
､1

甲'99-101(194て);､C･A･叫'6写63･
t･(92) Cox,J･A･:ヨ､コバイの1紐の防除,J･∫
/Ecムn..Ent.･40,]9518(ユ947);C.A.礼 ,

'､.5252.

(93) CRAUFORD-BENSON･.H･LJ･:ポウアラ殺虫

剤-666粉剤･Gt･軍ritrMin°Prod･Rpt･

IDP(44).202,1-坪 (1944)･､ ､ i

:DDT及び666による雌の

防除,Gtp･Brit･MiTl･Prod･.R】輿 IDP(46)
227,'1-9(1945).

(e6)CRAY.SON,L･叫,Poos,F･W･:南京王の巳i

啓虫としての人ムシの1種,J∴Eeon.′Eat/

40,25ト早(1947);C:A.I､41,5-952･

(96) CREIG壬ITON,J.JjHETRrCHiL.A.,I7uNT,▼-
,ノ･P.J.:難の勿益に封する賂化栄化水素の麿血

物甲 紬 するDDTAP'696の廠雨 空 n /
Farn､･6,67218､(1946)･ ＼l

く叫 .GLAGTON･′C･N･･ELLis･'D/E･:早耳Cは ノ
･ゝ根痛を?くる線虫類 には無効'･PlantI)iS･●1
Rptり31,487-9(1947). -

く85) CoLERROO/i,M_A.,Erl王滋M,Ⅰ.班.,Gか ,
/

I,･RRrrY,G･N･‥聯合王威及びキールにおける殺

･虫剤生産埼カ日干,Forel'blC6m･WeeklyltI･

･B･Dcpt･Com･〕21(2)'13,446-8(1945･).I
(86) CoLL班,J/N...･beIIZeneの立 体構造,

1
I44
l l､ I

/'

Poultryβci.～-26,674-5.(1947)ン
.(97) t血sTOL,'S..J..:benzenehe妄achloridc典

二性体のアJYカl)野盟酸反嘩論･三次耽敵反艦の

.磯 作,J.A血.C.hらm.由C.,(69,888-42(19

､47);C:A･41･3芦49･-

(98) CuFF,牢･Ij･:･将来の家畜用噴霧軌 A芦r･､
C'hem･1/(16),2816･.(19.16)･. ･
(99).CbTXOTP,Ii･･Ti･:,アノア干レス蚊の1位
Jlno〆Lelesquadrilhac'ulalus'の防除年井雄性殺
虫剤の撒布'J･写con･■El.t,140,828-88

＼し
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防 .卑 斜 串-欝 11.班

(】947).C.LA･41,7628ノ

･く100)DAASCふ;'L.W.,SユIm.,D.C..･殺虫剤

･'･.666"(1,2,8･4･･6･6-hcxltchlorncyctohgⅩane)

や赤外線スベク.Tルによる分析･U･S･･Naml
RもS.Lab.Rl)i.P･8033(1947)･

(101)- .'1,-0,8,4,6,6･hcxachlorocyclohe-Ⅹq.＼

ne_の5異性休の赤外線分析,An al.Cheh･

'19･1779(19雪)･
I(102)DAYZD,W.A.L.:殺虫剤め霧に曝､されたネ

タタイ●シマカ及びイ土バ工によって集められたl

呪霧状粟量の測定,Gf･.13rit･.Hip.Rr,oLd･防

蚊噴霧軒に関する第21回中間扱昔,′IDP(45)

236,1-5(1945)
/

く103)- :,殺虫剤の霧の中を飛んで額た昆虫に

より.典められた吠霧剤の丑 と分布,Ann･

Appt/Biol･133･/･133-41(1946);C･A･40,
7503∴ ｣ →

(104)I)AVn:S,'E･L･･.選ばれた有焼物の昆虫に二′
一･封する苛性,1第3部,グラナ､7)ヤ3.クi7ウの成∫
:虫に封する試験,Alberh{SuLfiとId〕Expt~.
Sta･､･Tcch･Minuto,No.114,･7t(1946)･＼ ＼
(IC古)DAWON,R.B.,E三cm･T,J.R.:BHC及

びI)I)Tによる切ダンボの防除;Nature,158,

･､ (106)PEATLEY,L･S.･'箪晶と柄虫宰防除'

(107)I)ECKE点,C.也.,App上E,J.W.,WRIGIrT
:J.M･,PET,Y,H.B.:錯詰王国黍を琴す るメ

イガの1垂互の防除,J.E㌫n.Ent.,40.13951

(108)I)写LVAUX,E･･DoRやL'S･:特効的毒剤,

殺虫剤一種垂駆除瓢 Agric.ultur(TJOuVP.'n)

44,47-610･("46);､C･A･41･4666･

(109)DEM蕪 bN,B.･･経口的に家兎に投興し

た GammcPEもneの吸血節足動物に及ぼす効果,l
'Naturc,158,839(19LL6),IC.A.41,1'75_～.I
(110)Dconl.Cr,C.C.,JoNES,‡1.A.,INCIrO,.

IH･II･;ナノフェ､レスの1柾 AnoP/Leles･qtLa:

1

Li,i桝aCutaLtLSに有効な有械化合物,､J･Eco血･

En七･･一39,359-62(194J6);q･Al41,1769･

く111)DESAB血ES'L.,'LABATUT,R二.･新磯虫軌I
盟化≠ルペン訪中帆 Chimie'etJndustrie■,58,

l

∫
､ ､

pll 1

l

- ■

ー l

44818(ユ948);C.A･,42,2719･

(ll-｡)I)ICKER,9月･･L.̀.･7)ンゴ-ナi7.ウA'シと

そのDDTによる防除,Ann.tAppl.Biム1.

33,124-5(1946)｣. / /

1113)一 二!;昏を等するチョッ′キt:リノウム5,

の1痘 (R丘ynchiteiger彬anicus'HERBST)の防庭

とその動物劉 勺記載,J･Pbp101r二17ort.Sci/.,魂

･168-70(1947);C･A･42;7illt //

(114) ∴ CAYNER,FJC.･R ,AusTZN:J

1

M･D･･'､リンゴでナヅウムシ′Ani710nOruSタb-

monLmL･の防除,'J.一′po血ol.＼･革ort･Sci.,

22,162-㌧74(1946);C.A:41,8577'.

(115)DICkI･,VqON,A.G･,IhICXE,Ct..･G･ben･

zcnehもⅩabromidc及び hexachlori.di-の結晶

相造,J.Am.ChcJも.soc.,50,7641770(19

､28)･ ′
(116)D止LS,L.E.,ODL̂NJ,k.L.:タネバ工､
'の咽 ?殺虫剤試験,J･申oh･竺 t･,41,98仁
一101(1948);CIA･42,6048.1 /
(117jDRAGr,G'.:1,2,8･,4,6,6-hexac-hlorocy･

･clohexane申r異性体の分QTr･ポTrテ′72グラフ

汝'An al･Chcm･20,737(1948)･､､
(118)DREJFUS･F･･BoNARP,C･q･･･殺虫性の
ある放物の改良,英国特艶 5*,-505 (1947);ノ
C.A.42,6412.

(119)DRIGGERS,B.･F･,'I)ARLEを,.IM･M･･･ben-t

I-zeuc血占Ⅹachlolride吟声予ノウムシ防除試験,

Agr･Chemicals,73,3011･33;i6-8(1948);

C.A.-42,6047.

･一 (I-?0)I)uBO工R,E･P･,加hNGU叫 G･ⅠⅠ･･.Gamm･

e亨ane･甘庶事虫防除に有望 な罪 晶'Cane

growcr'sQutLrt･Bull.10'617(1946);:C.A.1

41,3249. ～

(121),DLucErAT.OrS･,F･R･:家掘幼虫に封 す る
γ-BfTCの3-位,J.Ec.n.Eat.,40,i749-51∴

(1947)l'G･A･41,169J7･ 一ノ} ′

(1-02)DmaLETOデ,_L･JL:ボウララ殺虫剤 とし'･

てので66及びD_PT,Ne,vZeatendJ･車 ,I

Tcch･27A,188こ4(1946);:C.A･40,7501･l
(123)DLTNNA叫 E.W.,CALHOUN;S.i..･棉に

､っくノウムシの1種及びi:ブラ.i.シの防除 に

benzenehexachlorl',de,IJ.Econ.Eat,･41,

′ 45
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2̀2-5I(1948);C.A･42,5160二′

(124)I)L,PZRE'A･,RAtTCOURT,､坪･新殺虫剤:.＼ ■
･benzenehexachloride,Conipt.rend.acad･

- ag.r･̀Fraucc29;470-2(1943)･

/(125)･DもsTA甲,G･-G･,㌔ARMSTROふG;T･･IPuTNALI･
W-･L･･.ゝ殺虫剤としてのb甲Zenehexachloride

i I(666)甲予備試陵,Scl･･Agr_･26,106-21(19'E5l,_
4r');C.A.41,4844=.I./

･(126)FDDYIW･･CARS甲,N･B･:コP●モジラ羊

の試験,J･-Fco千･叫 七･,由,･763丁7(1946)･･I
･C･A･41,8575･ ､

(127)EGLOFF,.G...石油,天然ガス及び農業'

㌔ ▲Chem.D王gcst,5,241-5(1946).･
(128)･EIDT:,LP.班.:●蜜蜂に封する殺虫剤の影響,

-JJ J.Econ･Eat.,40,49｣54(1947)･ーこ

:̀三 三 三 三 二三二_t=-:='It_ン三 三=;:二

期の,垂守に封する殺虫効果に就て'兵庫麻立盛

事試験場研究速扱第2班,1二9,(1947)･

(130)二一一,- :同上,第2扱 鐘紡BHC粉
ノ＼

慧芸KK荒野 冨孟て芸書芸7171}1で慧 三組

(181つ- ,l-｣ .･同上,第8吸 蔵紡卑HC粉

剤,_並に乳化液のダンゴムシに封する殺虫効果

に就て,同誌 ＼裏表,1｣7(1947)./､し
(182)- ,- :'同上,.ノ第4枚,鐘紡BfIC粉
- 軌 BH′C乳化波並にDI)Tゐダ5;ゴ亘 に封
_ する殺虫効果に就て･同誌,第5.執･1-7(1947),

(138)- ;- :同上,第5枚 一鐘紡BHC轡

剤,BfIC乳化液並にDD士のiJ1,.ネィ.j-ゴに

･L･.封する殺虫効果に就て,同誌,第6放,1-5(19

47)･′
～/

I(184)一丁-,- .'同上,第6扱 鐘紡BHC粉

ー棉宰虫防除,JLEcon･Fnt｡41,574-81(19･
47)iCiA･41･76.84･ ′

(1187)FAL去S,T:a.,McGovRAN.,E.R.,FuLTON,ヽ

IR･A･‥液化ガス aefosDl中の.γ-BHC,J･/ /
屯eon･Ent･40,●754-5.(194=7);C･.A.42,

･LL697.

丞 38)華 RABAY･M･‥油の熱分解如 狩られる薮

･ 東と水素からLなる新化合物及び他p二三の物質

vtっいて,.Phil･Trans･',1825,4io1466(18･･

'25),･An n∴dechin.e(dephys.(2)30,

269-291.I

I(189)FAVARD,P･:ケ･亨の苦虫及その他の華虫

p防除,Pro首.Agr･V坤 ,125,469-̀11･

(1946)･･

I(140)FAT,E.W.,CoZ･E,●E,L.,Buc事由iR,A.

意 霊芝芸冨認 諾 ,K.%TpBn苧E警 4T '.

635-40(1947),･C.A･42;I1372･

(1.41).FE甲で加 地GILIANO,MAnO･',A/L･68及び
〃666〃,Pubs.farm.ll,No.41,719.ll-18-

(1945);C.À.･40∴5191･£

(142)FZNiAE,～C･,HASSEL,0.:二三のmAaな

化合物の廻樽セクタ-によも分子構造の決定,

.Arch.Hath.Nよurvidenskab.45,L'O.･3.8r

(loll),･こC.A･36,も408･

(lkB)-nsE皿;L.A.,HANDFORD,氏.血.‥中毒剤

としての桂弗化ソーダへ早lg-gettaPellet及VT●

･gammexanpの効用の比較;canadaDep七･
､ Agr･･Sci:Serv･Div･Ent･Proc･Pub･531I

31(19や)･_ ＼

(144)FLANDERS,J.S.,JoNES,E･(Ⅰ･C･Ⅰ･):･

蹄酸アン･モンを含む爆葵と殺虫剤とを配合し熱

(Kl畠

り京化する焼蒸剤'韓国僻 許 2,440,082

早),C.4･4字,4302･. (

軌 BHC乳化液並にDI)T殺虫剤のニデフヤ ＼′

ボシテントサムシに封する殺虫効果に就て,同

誌'第7故,.1-4(1947)･ ･

(185)･EiANS,G･..･飛姐の科挙的防除,_Sci.P,o･ノ

gr･''35,'86-47(1947);C.'A,･42,･4708･｣●
く136)EwINGix.p.;PARENCIA,C.R.,Ivy,,
E.E.:BHCめみ 又 はDDTとの混合に よ る く

(

46 ･ ′ ･-
＼.

1

/

(145)FLETCIIER,氏.i"GAINES.J..C.,7'0Ⅵ加N,

･W･t･･:柿のアザミウア防除用梁虫軌 J･Ec9n･

IEnt･,40,694-6(1947),･.C･4･42,1-0-･∫

(146)Fzuz最;甲.W.,STAFFOkD,E'･叩 ..･DD
T及び雌の欝虫由によるヨコ ･̂イの1校 Ery･

～throneuraeleganEulaの防除,J.･Econ/一Eqt.,

L"40,487二95(1947);C.A･42,812･

( 157)F批DEL,C'.:benzenehexa占hlo-ridcに
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ついて.一mlllJ(8)5｣730-8■(】89け;C.Z･

1891.Ⅰ,̀661.

(148)FfuE血,九･H･:虫･rE･AgrtGaz･･N･S･
W益Ies,56,552(194L;)･

r(149)- :コリフラワーの.&苛のgT殺虫剤に伐

る野外試験'祝祭と紙-B!,Agr･Gaz･N.S･
1

-Walcg甲'181--0(1946),
･(150)FuLTON,Il.B...-ム打の1種の防除の璃
I.の土塊殺虫剤,J･Econ･Ent･,39,781-3(19

√■

46);CiA.41,B573･･051)'Fu阿AN,D.P.:BfICの高等噂乳動物に
.封する署性,J,Econ.Enc'.,40,518｣21(19

I47);C二A.42,1698. L

I(1吟 - :牛殻の防除 にBHC'J･Econ･-

lEnt･,40,6由一5､(1947),･C.A･-チ2,ユ698.

(153)一一二;lHosKINS,W.M･:牛乳中のb甲ZCne
'hcxachlor''de,J･EcQn･En七･,41,10617(19

I48);C･A･42'･5160言 .

(164)GADZ,,InC･H･:.昆虫畢者の紙背,ceylon
TeaRes..･Inst.(Anzl･Rpt･1945),Bull･,
27,30-6.

く】55)GAmES,J.C.:棉嘗虫防蔭用殺虫剤の此

-校と収麓に及甲す銅の影響,J,i玉cotl･･Iht･･
40,4t84-5(1947),C.A･41,7633･

(ユ6I6)- ･･-'ック防除用殺虫剤 の試験,J,
Econ.七nt.,40,89619(1948);C.A.42,I
8898.- r

(157)｢ 'DEAN'HIA･･一栂を啓するノウムシrl

･ の1垣及びアブラムti,に封する新殺虫剤,､J.

Econ･Ent･,40,865-70(ミ9147);C･A･,41,
7633.

(】68)GAINES,R.C･,_You平G,M･J･･.4稜の棉

‥の署虫に封するbenzene.hcxachlor王de混合物

による防除∴J.Econ:Ent.,411,19-.～_～(19

48);C.A.42;5159.′.

く169)GAl皿LE,A.:新殺虫剤は蜂に大きな脅威

となるか7,Smallhol,1･,Poultry･7(cepcrand∫

(160)GA･VNO.V,RIC･･･,m o榊 の1紳 o!

Gard.,74(1',860),18(1946)･

Timo∫C/LelnLZOPerctLtCllαZELL.のDI)T盈ぴ
iZI
Gammckancy与よる防除･Queenslm d･J･Agr

sc王･,3･9611910･(】9k)てC･tA･41,2846･ ′･

J

妨 11 蚊

(161)GARhrAII･.'P･C･C･:魔 口約に GammFⅩ-
aneを輿えた家兄を吸血したネふタイシマカe)

死亡率,Nature,160,･156-7(1947),･Lc.A･7
41,7042.

(16･o)GAY,F.∫;･.･粉剤に.よる小安啓虫q)防除'

Ⅳ,褒物音虫防徐にDDT,6661粉剤の感用,

Austral.Council.Sci.Ind.Res.Bull･..No.

225･83-8･(1947);C･ヰ･丘2,6041･ .
(163)GERSDORFF,IW.A.,McGovRAN,E.氏.:
.殺虫軸の毒性の研究..benzeneLexachloil･d?.･
～

II)I)T及び除虫菊の相封的毒性の質験結果'

:S6apSan･'七･.Chc亘,21(ll),117,121(19

45);･C･A･41,6011:ヽ ～

64)卵 osII,A･It･･'貯毅昔虫の防除に Gaや･ I′ー＼
'mexaneの利用,Ind王anF.Ttrm王ng,8,､129-32

(1947);′C.A.42,∫6159･.

(165)GINSBURG,J.M...蚊幼虫及び魚類に封す

る新毒剤の試験,特にDI)Tとの比較 につい

てIProc･-New JerseyMosqilitoExtem ･.′

Assoc･34,132-6(1947);C.A･42, .6605.

(166)GISQUET,P･,'Q,JZDE,,P･;今 庫準 虫剤

･l(DDT,̀hcxachlorocyclohea立ane,.sulfer-P9!y･

chlorocyclane)の煙草の専虫に由する利甲･
Rev･.'lnterm.hbacs.23,57-9(1948);;C･
A.42,6042.

(167)GLASGOW,R.I).,CoLLTNS,'D.･L.･.17ッキE;i
一山紅斑熱を侍播するダニ類の駆除.J.Ec∂h.1

pE8n;'G3.:;E::::;?,?9is6A'ss;,Ci?..'蒜 B5芸oJ去
絞物中の ~hexachlorocyclohexanelの定立,

･'An ふt.Chem .･19,8_00-2(1947). .I

(169).GoLDSCm iriT,S:,E.VDRES,TC･-D皿SCIf,
R.:次正盟莱酸エチルの有機物とゐ反感につい

て.llcr.5島,57.0-7(1926).

I(170)GoLIPHTY.･'H･W･:駄 丘の翠強 剤と右の-
･Tjガネムシに封する利用,lVature,158,448

(1946);C.A･41,557･rI

(171)- ,ZlocG'W･A･i:̀ G̀a7nmefane･,に､

よる-7)ガネムシの質祭的防除,Nature,.i57,

772(1946).

(172)GoMEZAOzAMS'J･M･･.薪殺虫剤666の/

1 47
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l′

･褒見･Ion･ケ 745二50(i945)･ :･

I(178)GRAIIAM''C･･'林愉臥 桃園に於けるf;I,タ

. ,新の防除;J･Econ･.Erit･･41,111(1'948)),
C.A.42,60481･ I

i, (チ74)一 ,CoRY,E･N･:'#繭 を即 !て･rrタ
1

･-･ AO等 .8J5,767con'En,t'3?,8J6'!946);千 ･J
(175)-T ,一二:コJド､ル 戯及び7カケこの防
除と噴霧剤確固物の季節的聾勤の分析i･J一･

Econ,.Ent.,40,75214(1947);C･A･42,

r2049.

∫(176)GR4NT,A･E･:benzeneLもcxachloride.?､
製造,英国特許 5叫569(1939)I;C..A･,33,

78..02.
u Ei

(177)GRAY,J:J..･benzeneh竿Ⅹ乱.Chloridcの晩メ ･

臭,英軍時節 68,.6,464(1947)･'C･A･叫,
76生2.

ノ (178)､q JuE:lWOOD,D.E.:'BfICと.A..)ガネム

シ防除法,I.Econ.Eat.,･40,7叶 7､(1947);

】.､C.A●.42,1698. ＼ノ ′1■
(179)G壷GSON,J.D..･ダニ殺虫剤と､してのBH

′ ..a (666),Can･.Ent･78,291-2J(1946)t･･'C･

A.42,3897.

(180)GR聖,E･甲･:新しい毒剤?探私 ′Rev･

､Ilist.deDcfe叫 delCafe､deCostaRich;●

､LJS:;E3:FFI三三9芸.'ii･NELS.N,J.班.‥in&ite,

. ･.!.･nitc及びそれらの±三の誘導体,I,Am ･i
Chdm･Soc･37;ユ甲4(1915)･:/
(182)GuIJL中 山 ･･･hciach!orocycloh9,-xanle
Lの設中性と静陰性開す畠研究･Compt･rend･

acad.昭r･.France,.32'】58J64(1946)./ ＼

(18?)rL･･r周 殺虫剤 hcxachlbror loh甲 n e ,

t Rev_.､血払 V6tAILort,IRE,885-407(1946);-

＼ ′ch'ml'etet■hdustrl'eモ甲,591(1947),･/C･A'･

42,47.07･ ､ :tl

(184)GuiHON,､M:.J.:11eXaChlorocycLlohexan占

･ の異性体の殺中性,l'coDipt･叫 ,acAd･agr･

㌔ ilra?cc･22,7占1-60(1946);F:･A･41,5677･･
く185)十｣.Ih甲aChiorocyclohexaneの=,三硫黄

t Acad･,Vgr･'FrやtlCe,.133,101-3､(1947)･･C･-'1
48

■
′ /

Tlゲ,ン化合物の化畢構準と殺虫力に闘̀

究,第字扱 BfIC及び,その近縁化合

∴A.41,6363.- ′

(186)Guntl,D.L.さ飛蛙に封する殺虫剤め益中

1撒布'Natu,re,′161,342-4(1948);C.A.42,
/8896..′ ､ .ー

(187)GB'NTHARTT,芦.:benze-nchcxachloridel

･製剤の殺虫作用に･'jv?て,JEnt.,Gcsell.Mitt.,
∫.､19,647-8(1945).
tL(188)十‥hexac-blor9eyCIohcx,aム噌 剤によそ ･
､幼虫の防除,IMitt.Schweit2:.Entomol.AGes.I,

20,48(194)7),･C.A･･41,7626.-

(I.89)Gunthetr,F･A::I.･bcnz9nC,の盟架化,

Chcmistry&'･IndustryI･1946I･,899;C.A･

41,7406､T(

(190)ニ ;這ふ ,R_.tC.:btnzcncふ lo･
'rideのアルカ.)に依る分解,J.Am･Ch-cm.

L Soc"甲'1215-6(1947)･ ′

I(191)pALA☆ANI,n･誉･吸虫異P中間寄生売るt,

キガイ類に封する Gamムexaneの効苑,J.

'RoyニーEgi･pt･*ed二Assoc･2.9,Ji･]97-206く19 ＼
46);C.A.41,1803∴

(192)⊥ :benzene-hexach16ridcゐ_8輿旺作＼-
I(delJi拡aPe)のマキガイ顛 (Bull"ltLSー及び.､､-一J
pianorbis)に及ぼす影響,EJ.Roy.Egypt.

Mやd･Assoc･＼30,35T41･(1947),IC･A･41,

4606･ ∫ I / ､

(1,93).m LLERiH･.LLゴ庵 時中における殺虫剤の一'

故達,､'Ind.Eng.Che比./,39,467-73(1947).

､(194)｣ ,BowEN,'C.V.:bcn2:cuehexachT■
ldridctこ関する基礎的事軋 Agr.Che云icalsJ;

.｣(11915;㌫ 昌三軍竃 ,',チ9M4;'主完A表芸':His;7品 ,

′

る

に

す
~
物

研
耽

て'防虫科挙'tlO,9･(1948)･r

(.196)nAIM車 NIP･W･‥ナ㌣ノ* ''iミの防除
.用の薮殺虫軌 J.Econ._Ent.,.io,I.234-6a,
(1947);C･A･41,･5252･ ＼･

(1197)HARBOUR,H.E.:紙筆岨蝿の防除,Scot.(I
ノFaper,54,688･.(19i6)･

(198)- ､.･綿羊岨蝿の防恥 mTm昌r&g'toL･k･

I.､Breederanす･Agr･Giiz.,､60'865(1946).

(199)′｢÷,WATT,J.Aこ:ル 1)̂ ･ェの 1種 に

'＼
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封するDDT及riL'"666〃の噴霧試験.Vet.

'rbCCj57,,5甲-6(ユ9'45)･̀
(206)Ⅰ払RDrE,-LT.(I.C･Ⅰ.).･I.bcnz'6nchcxmCll･

lop.･deの製造･米国特許 牙,218･14'8(1/940)･･
C.AJ35,･1071.′

(201)HASSEL'0･,NAESlrACENIE･･:=三のCyr.

cIohexatle誘常体の花束的能率,Z･physik.

Chem･.15･'378-6(1932)･

(202)- ,T'AARLAND,T･:,p-hexachl'orocyc!O二

･hcxatl'C(C6TI6Clも)rの分子構造,Tids.lIjemi/

licrgvcscnmc!･2;･617(1942),･C･'A.･37,I - . .
6588∴

(20LqJHAWARD,B.H.:少畳め hcxachlorocy-// ､＼
C)ohexふtlも'､(bczcneムexachlolride)の定見･

An atyst,72,427-31(1947);C.A.4'2,489-

90.

(2芸 忍 :'5;67;421T(/EIB954T7E,A;'ch':A?;;lT慧

(205)nAZEN･.A.C･,GbっDHUE,J･D･‥殺虫剤

aeros叶 促進老化試験とよ･る貯蔵時の安定度.･

So叩 也̀ Satlit･Chem･-22 (8)I151'L153'

155(19461. . ナ ､

(206)lHEATI壬,G.B.S.:ヒツジシラミバエー防除

･用としてのT)Dlさと "666"Iの償値,VetL.J.

102,282-5(1946),･tliiol-Abst･,21,2061

(1947);C.A.42,4705. -･

(207)B'rEDGE.PhH,･L･L････,河川.0手業的用途;

J:＼ATn･WTtCrWork.sAsDC･;3b･b32-8(19/-
47)/

(･q8)HELS_ON,IG･貞･･･北部地方の陸軍農場にお

.･ける虫字及び殺虫剤試際の:琴祝･J･Cou蒜 1､

Sci･Ind,Res･･20'9116(1947);C･A･41,
6659.

(･oPO)IHE.～,D.RICK'S,S･B･:有機化合物の結晶榊 ､
払 Chcm.R6V.7,′431-77,(1930).

(210)- ,.BzLicKE,C.:β･ticnzcilehcxnbro･ --･･

midc及び hcxaclllolridQの窒間柄辻並びに分′

子封榊性'J･Am･Chcm･Soc･,48'.8007115

′(1926)･ ､

('2-ll)nENtSCHEL,W･順 化宝-i;.忙ついて,Ber.･,
30,148ト7(1897): /(gle).虫ERLfS,W.B..･蚊 の 幼 虫 及 び 桶 に 封 して● ■

/_l

微丑のDI)T'666及びDI)I)によるVlくつか ノ

のTf放虫的比較級顔･Calif･Mosqlや ′con-
trol･Assoc.lath.:Ann.Collf.Proc.and

Papcrs,8-6'(1946).

(218)-一丁:1945牢におけるDDT及び他の新設.

虫剤の研究,Cat,if･Agr.Exp･Sta･Circ.,

365,98-100(1946)･'C･A･41,2843･
(214)HERVEY'G.E.RI.:甘藍につくアブラ

′/

.シム

･に及ぼす各種粉剤Z)影響,J･･Econ･LEnt,39,

265(1946)言C･A･40,5191･

(215)HEYS,Z.:btenzenehexadhlorideに関す

る発雷,Ztschr･f･Chem･､14,293-4(1871工 t

(216)nILL'M･A･,RoBERT亨,i:･W･:.ヌカカの
成虫,桶,幼虫に及ぼす GamⅡiexarICの効鮭

yc関する研究.An n.Trop.●Mcd.._Parsit.,

41･11431･63(1947)∴ / ′

(-017)nILL!R･E･,Ihso･V.E.･･バ･'タ防除た /

もexachl_oroy.cldhekancの粉剤及び霧･‡･EcohI･
Eat.40,1畠7-8(1947)..

(218)mlmhN,E･J･=.'バブク類駆除用新 釈_A＼
剤,U･S･Pur･'Iht･and･PlantQu.ar･E･-

722,21pp.(19i7);C.A.42,1378.′
(219)nⅨsoN,rE.,MrJh仏,M.H..･,BfICの鹿∫
肉の風味に及座す秒針 甲cieLc9,106･422-8

(1917);C.A‥42,汚1.1-･/I

く220)- ,- :陳の疹癖防除試験,J.Econ.

Ent.,40,1451(f9隻7);C.A･､41,プ681二

(221)-｢ -- :難の人ダ=-に封する三三殺虫
軸の毒性 J.:Econ:Ept.,40,596-8(Ⅰ947)E;
C.A.42,1b12. 寸 ､
(如1)iloc甲NG,A.･S･,MAcINES,D･q･,WILSO汀､′
D;B･-:幼虫殺虫剤としての甲6の予備拭験･
Gt.･Brt't.Min.Pro(I.Rpt･IDP.(44)

198-1-4(1944)･

(223)一丁･'WzLSO･i'M･E･)･WILSON'B･:釈

虫剤のテン憎 験･Pymulso/copsules･J:hsec-

-ticidedl'5'PenSerS･666及び Sesam?,Gt･

芦ri七･Min･Prod･:Rpt･IDP(4壬),198,～
.1-早(1944)･ 叫

A(苧24)HoERNERiJ･L･,.EpもⅣNDSON''W･C･:定

のナザミウ'マの防除にpbTその他の彪理,

ーJ.Econ.lht.,40,603-5(1947);C.A.42.
ヽ
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1(226)Hd聖 S,E･･1669･･兵 団化笹工業の殺虫

剤の勝利,IndustrialPestContioIAssociaTJ′
ctidn,Apr･9･ユ945･ } し

(宰27)HdRTOAV,R･'G･,払REL,L･,CHADwモcK･

L･E･･'衣類中の γ--B王IC?毒性,Science,

10+7,2f6-7p(19､48);C･4･42;由27･･.

(228)HosKINS,_WiH.,CALDWELL,･A-.札 ･･■小型 ､ノ人

工 噴霧廟虫部試卑革の熟蓋と利血 soap&sa-
:'nit･Chcm･,23(4),143-6,161,163■I165;

ヽ]67,(194.7)I･ ･ ､

I(229)HuGHEP,I..E.,JEN㍊NS/J.瓦.W.,Jo去es,.I

J.N.:細筆逓岨症わ防除にDI)T及び Gq*-
cxanc(6,66)の野外試験,Vet.Rcc.58,2占1

-2(1949)･r: ノ

(230)IIusAS,函sTEIN:新武器I)DT＼及び666

.によるキj(-Jノミ人やシとの敬,Norsk,Land･(

- bhlk,12,_1961声(1946)･一∫
(281)HyNES,H.B.N...ゴキブ､T)に封す.る

(･fGammes.alne"粉剤の班用,Naturc･159,

認 II!h'plc9,41･7a'1-､･とhc血ical.IIl｡d r,･es,一Lt｡:..′一･

GanmeXanC,米国登録商鮫 424,-149(1946).

(233)INGR禦 ,J･W･･ByNU甲,E･虹 cHAR-

pENTIER∴･L･,1･=1甘即 等鹿 掩壷のrl種防除 .

1用の新軍虫剤 の試 験,J･E㌫n･Entり40,Il

179-81.(19P);C･･A･42,lLb716･∫

(-L'34)INCRAAI'G･B･!,SoUT王IERN'llla :∫
･･bcn妄cdehcxachlorid与の.γ異性体のポーラ■p/

グラフ法による由 ,畢 uTe,161,4871て8(lb
48),･C.A.42,8896. ⊥

II(235)IsELY,I)･＼聖 ER,F･D･:γ-hcxaCh-

lorocァclohexane~によるホオt/ンソーにつく頭
.虫の防徐,J.Econ･′払 t.,39,550(1946),･

.C.A･･41TIO65. I i

(296距 井触 恥 主苫巌 ,嘩 邦子‥毎 軸

やHCの作用に関する研究･日本雷撃 No･

J 342･o･8て1L'(19車)i .

(287)_I,vy,E_E･,.EwING,Tt.P.:耗審虫防除㌔

50 1 .
＼
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工に bcnzenehcxachloridc,~J.Ecoll.Eat.ノ
LL39,38｣41(1946)･､ ～I

･:.(2188)｣ ,.- ‥棉奮虫痩蔭の由の新融 剤に

依る寛政塁的試験及び網皇統験･Jl.EcoP,

Entr･4両 oo(1947);q･A･42,31.4･∫
(如9)JA立LE畠,(P..･mcthyl･alcohol中 に於げる

ben耳CnCの電解塩素化,Fom叶 r'cnd･acad,

占ci.,1釦,p666-9(1929),

(240)JEふHNS,D.W...殺虫剤 】lCXaChlorocy･

･clohcxa去C′(669) の概観,〔U.S.〕Chcm.

warふrcIServ.Mcd.Div.氏pt.No.I66
(19車) ′

由 )JoliES;S･C:,.RosEIJよ-,押 ;■ダニ9
1稜及び-O種昆虫の防除の,鳶の製軌 J･Ecozl･

-Ent.41ト118(1948);CJ.A.42;6049.

(242)′JuNGFLEISCIr;E二:bcn車 轟 由来化訪印

･ 体の研免 Ailn･_dcChi･m:ctdcPhyP･(4).

､15･ユ86-329(1868)･

(243)RA血ER,_rJ.:塩等の征服･共閥の化笹l敬

･′の勝秒 EIcompoySuclbArgcntino;29(816)I

I: 80-81.(1915)･ ･Lノ J .

,(244)加藤信八郎･'.ガメt?サン(BIIC)についI.

て,化撃あ領域･2-,358｢7(】948) ′

(245)ⅨAUEP,K･C･,DuVALE,R･Il･,ALQUZST,

メl甘.N.:I,2,3;4,5,6:hexachIolocyclohcxauca)＼ -. l

e異性体,Ind.Epg.thcム･39,1335(･947).

(246)XEAkNS,C･W･,INGLE,L･･･METFA/LF･
R.LL:新患素化袈化水素殺虫剤,J･Ecoll･

血 i･38,-691-8(1945);･C3.A･40,12917･

(247):1{ELLもR,′H･,HocHIVEBER･M･･nAこBAN,

的及び分光笹的研究,Hclv･▲Chim･Acta,29,

1761-9(19iG);C.A･40,5718･

(218)I(En王P',壬Ⅰ.L'･.･占.T･/)ン鹿 防除 皿･,J･

Dept･Agr･S･Austrah'a,51,̀184-6,229-38

(1947);C.A.･42,3127.

(249)ltENNEDY,.J･S:,･.基節に於けるDZ)T弗び

/bpp,Z?nchcxachloや 香焼霧の串準の特級作
.周の試臥 主に蝿に封して,?七･Br･'t.Min･

92)1-,12･

(25g)､叫RR.T.W..･､穀物畑及びゴルフ場で の 防l
二＼･

lI
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除,J.Econ･Ent･-41,48152(1918);C･

A.42,5】ql･ ′

了 2O:';'';AgDy'岩.Z:nc:;:'DA''snic:.1警 慧 5Er(rl',:G;
;C.A.41,551-.

･･chlorocyclohcxnncの inos叫 声抗四 ･J･
＼BT.Ol.Clkm.-163,251-4′(1946);C.A.I40,

4165.. .t

(.053)7(LIL.CSTADT,F.価.:次東斡素敵の bcll

zcTICに封する作用･ActaAca:l･Aboepsls,
M加het-Phy芦.･一､4(2)'1-36(1927),.C･Z･し
1?28(I),50t3-505･

I (-054).7(抑 LING-IEIF･.'病虫雷防除者に関係深

い最近の常温 Pcsts15(2),10-,12,14,(き947)･
(255)lIRkcER,E･A･,13EDkovや,M.a.J:be甲epe＼

のハロゲi,置換化合物の SOdium Iも占thyhtc

･ との反感速度,J･Geふ･chcm･(V.S;a.氏.)

､3/'67-77(1933);.C.A.28,1593-4./′

(266)叫 ASTr,W.M..･コロラド-ムシめ防除

､にBHC'T)I).T 及び Chlordam'J･Econ.I

､Ent.40,I640二3(1947);C.A.′42,1872.)

(257)- ..棉腎虫防除にBHC及び Chlordatl,

'J･Econ･Ent･40,644-50(1947),･C.A.

42,1F97･l ､

(258)- .̀'馬鈴薯につくノミ-ムシの上位の防

′ 除にT)¶T及P:BfIC･tJ･.軍con･Entソ40,
6ET;1-4(19471;C.A･42,2048･ ｣

(259)- ヰ W･hi･,重富を壷す蒜 辺顎幼
■虫防除にBJIC,pDT及びRyancx'J:Econ･

'Ent･40,927-8(1947);C.A･142,8524.∫
(260)LAC叩R,J･B.I.hexachlorocycloh.etxatle

･/ のγ異性体のJq量,Ahal･･chcm･･20,241

(ぷ 478.'Aと,笠 4;'.:lAGs?'B.;..Gよmmcxanc"

一英田の新殺虫用･苧ci･an(ICult･〔Calcutta〕＼
11,82-!(1946)･ ＼

(2ぬ)L̂ NE,C.E.,Noks,W.A::光化軌的研

究Ⅶ,束闇に於ける担架と bdnz占IICとの光化

鰐皮齢 J.Am .IChem.Sらc.:54,､161-9(19､

.i_L'). -＼･

(-063)L̂ NCF?RD,､G･S.I SでⅠ竺 S,･D･lT･:bD'
∴･

ヽ √
･/

T･,bcnzcnchcxachlorJ'd占及び Chlor･叫 の

÷メヨガネ防除,J.Econ.Ellt.･40,269-70･

(1047);C.A･41;5677･

(264)iĴRTER,L.丸ⅠⅠ..･玉田茨紐子の将校,

Trop･斗Lrr･24･4014(1947);C･A･42,2蕗
89･ ＼

(265)TJAUG,7I.P.:白鼠忙経口的に校内LJc･
bcnlzcnchcxachloridcの′gamma異性体の体 ･′

組粒中にぬける分布耽熟 .J二Pharm,Exわ.

;rher･92,2771281(1948)･

(266)LiuRkNT,A.:新慣詮原子画･phenの化合 _

警 訂 三貴 3d6C,,?37':iIelti7C,忠 /I I

'及び dichlorophcno1年つVlて,An Il･16,

el0-71(1837).･ ､ _/,

(.26P)LEE,･D･､･C･:C･D･R'･D:佃 野虫部

J■■→′′

(DI)T等)に関する1945年8月の月刊進歩報告,~

役虫剤恋用委員&.Gt.llrit.Mh..ofSupply/.

二Rpt･A･7532･ト6(1945)･ ＼
(269)一丁 :C.Ij.R.D に依る殺虫剤 (I)bTIL

:'等)に関する1946年9-10月の進歩取合,殺虫

如廠用委員合.Gt.1irit.Min.ofSupply.

-Rpt,A･̀9568,1-5､(1945)･･ -

(270),LEEDS･A･R･,EvERHARTr,E'･･･ben妄en?
～･hcL･aChloridb及び naPhtlldlenctetrachloride

に封する水及び水酸化銀の作用に洗い壱･,J.

Am･,Ch血･Soc°2,ー203一字13～(I>80);.Ber･

/13,1870(18号0);J･ti･FortschT･derChem･/

1880,477: '

:(271)LEpAGE,､H.S.,､GI'ANNOTTi,′･0.,pERIEmA,

Il･F･･'殺虫剤の持紋効奴a]試放方 ul･･RiLII0-
gico(S正oPaulo)ll,820-5(19壬5)･

(.27_E')LESIl肌E,C...'trichlorohcIIZCnCの二三

/の貿糊に封する反臥 An n;dcrChcm.Ph-I

(S ,'L3E7T霊 ヲ2言 ,'1･8sGAGc'Y,;.PGu.1187;d]C6‡(:BcGx6a': ＼ヽ
/chloiocyclohexaneの毒物撃的研究,Compt.

′一拍Id'･soc･bl'ol･139, 353 -4 (1945);C.A･

40;4143･~ ′

(274)'.LNPE,h,I T ･ v a n d er:･ b enzenehexach･

' 61
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Bcr･45'231(1912)･ .

.く275)- ,:benzene誘導体と̂ ロゲyとの添

加及び添加生成物Ⅷ benzenehcxachlorideの

盟新化,Rcc.desTraJ･chim･.de.sP叩SIBas･

57,217-24(11938)′

(PTG)隼 DU禦 ,J･P･,Coc- N,~J･H･･MoR:-
TO･V,FさA..･衣服に使用する蚤の忌琴剤'J･.

Ecoll.Ent∴39,167-9ー(1946).;C･A･_-41,.ヽ
868O. . I

く277)- , MoRTON,F.A.,McDuFFZEW.d-.:

ツツガムシの一種防除用殺虫剤の試験, J･.

IEcon.血 t.万1,43-7(1948);C.A.42,6P4/
7. ノ＼I

'く278)I･NSLEY･F･G･:ム号サキウマブヤシに封ヽ

､ するDI)Tを庵め二,三の殺虫剤の効賂 J･

Ecoll･Ent･40'358-63.(1917);C･A･41,

-f635､√ ･,

I(279)LIST,G.M.I,HoERNER-,J.･L.;バ ッタ防

除用粉剤及び噴霧剤'J･Econ,･Ent･40,186

(1947);C.A･41,4886･

;く280)LLOYD,L･:GammqxaDeに放るゾウ.)や

十 シの異常生長-,､Nature159,135(1947)･■■■
く281)LoE.FFLER,E･SL･,Hos王CNS.W･H･:キン∫.
バエ&0′1種 LuciliasericaLaの幼虫に封する二
三の有機化合物め看性並びに忌 避作用'.J･

/ Econ･Eilr･39,589-9.7(1946),;yC:A･･41･ノ
2526. -

I

く882)LoRnhND･･hexんcH oro.Cyclohekan?,_の殻虫

作用,An n･Pharm･France･3(2),.84-5(19I
45).

く283)LozANO･MoRAI長JA.:亘ラ.)ヤ防漁のff･,

際聞払 新しい幼虫殺虫剤の試'験,key..dc

堤 ;霊 mH,ig益.ヲuGbiL,lB9F_'R芸 子子宝19E4冨姦
＼

挽Ⅰ･Z･physik･Chem･56弓43.(190g)･

･.Cbcm･40;.1611(11948)･

(286)McDuFFLE･W･?･,LI甲DQマIST･A･W･･/

MAl,DEN･A･H･;屍体の蝿の幼虫rD駆除,J: I

､ Econ･Ent･39'743-9【(1946),･C.A･'41!32
48(1947)∴ I ､

(987)McGovRA-N,E.氏.,･PIQUもTl,-p.早.‥:
52

一＼ ノ

'bcllZenehcpchloride野塩の幼早紀封する苛
性,､J･Econ･Ent･38').]9(1945);C.A･■
40;B924.

(288)｣ ,｢ :ゴキ7',1)用粉末琴虫斡就臥

粉末殺虫剤の普通申成分である弗化嘗達,ビレ

､.I.)や ＼DDT及び ben苧enehe･yachldpideの ､
-γ異性体の式キブ7)【こ封する静比の比艶 .Soap

∴Sanit･.lChem･22,.No･8,】57,1759;-181
(1946),･■C.A.40,7498.-

.(289)E.R･'FALES,J.H･,GooDHUE,L.D.:

液化孝夫に依虹分散されるaeroSOl･の出方,J･

.Econ.Ent.39,1916-19(1946),･C.A.40,メ

5192･ ` J /

(290)Mc.LE6D,W.良..･クネバ工の h柾防於に

･hcxa-ahlorocyc'lohexanc,'J.Ecoll.Eェlt.39.～■
･一d81-7(19.46);･CIA･41,2200･̀ナ 1
＼(291)- .･忍苗た封する hexachlorocyclohcxII･

-n'Cの蕗 ･':E占on･Ent･39-8ユ- 1lC.A.41,8574.

I(992)PcNAhnRA,R･,恥 qp,S･:r-hcxachloro･
cy･clohex卑ne.に依る急性中琴の治乱 J･Phann..
■.Exp･Ther･92,147-52(ユ948)･

A(皇93)MADムEN,IA.H.,I.IN,QUIS,,A.W.,JoNES,

I刀.4..･蝿の劫品数虫剤C試験,Solar Sanit.

- ch.eml皇3(3)′141,14?,(1947)･.1

(.294).二二二 ;丁-,liNエPLING,E･F･･;蚊の防除

ゐ馬に土地に PDT を使用,J･Eco占･Ent･
39/463-7(1946);C.A1.41,565.

(295)- ,Scl王ROEDER,.fI･O,LやDQUISr･A･
W･;野性沼地及び叢林甲噂物に指紋助光参るPR
･霧剤の使用,･J.Ecod.,Eat.,40,110-28(19･l /

7)ヂC･A･41･4888. .､ ㌔
(296)MAG.rE,R･0.:グ ラヂオラスでの拭段, ＼Il
NorthAm･GladiolusCouncilBull.No･,1ユ,

28'30･;Glad王oltLSMag･11(4),14-20し1947)

;C.A.41,7618.

(297)T 'tELSHIIEIHE苧･E･G･:新有機放出

･剤に依るグラヂオラスのアザミウマ防除.Glll･

dI'olus,23,･51こ4(1948);C̀ A.ぬ!2717.

(甲8)MAFTELLr･q･.M.:バ･'クの防除咋 bon･l
ene hexachloridc,Agr･､l)uglicsl‥70-76

(1917)･'C ･A ･ 42･ 8幣 ･

′ l



防 虫 耕 巧l

I(･099)MARTIN'fI･L:.殺虫剤'化笹稲造と苛性'
/

_J･/Sbc･Chcm･LInd･65,40215(1946)･･C･T■■
A.42,2047.

/

(800)- ,Wah.,R･L･:殺虫性の融 と試臥

･Proiqresgrcport'1944,Bn'stoIUnJIv.,Agt.I

叫dI-lore.rtcs.Stn.IAIln.氏pt.】944,1_01

A+

妨 11 統 一-I/′
Ashtrn,1944,.g(0-5(】947);C.'A･42,
4706.

＼ (ヽ312)MmES,fI･W.:西部地方に於ける十字科

-茄菜のノミ-ムシ防除に関する賢験JBristdl

･Univ.,Agr.& flort.Res.St?.Ann.

･-40(1945)∴

(801)MAmLEIN･R･.:コクガに封するDDT及

q:GamnlCXalle､,＼〔Sw占dcn)St･atensV誌Ⅹts･I
kyddsanstV孟ⅩtskyddsnotiserNo.4,63-4(19

i 46).

(802)MATTmWS'F･S･･･bcnzcnehcxachloridef

のダ及びβ臥 J亡chcm･.Soc･-59,165-72
･･(1891)･ /
(803)- ･.Colh'eの立体田式k:依る beDZCnC

hらⅩachloride異性体の衣現法rProc･Chcm･

I Soc･13,23214(]897)/

く804)- :rbenzenehexachlorideにbいて,

'.Proc･Chcm･?oc･1才,由'(]89,7)･｣コ

(805)WELDER;.J･.T･,cm班BERLIN'T･R･･'殺虫

剤Z'使用に依るIgt7-'バーの増収,J.Econ.

Ept.41,10819(191'8)A;C.A.42,6045.

く806)MELANDER･B-.(hcxachtoro.cyclohcxanc
--の)化畢構造と殺虫力'Svensk･Ⅹcm･Tid･

5声,231-3(1946);.C.A.il,2200･

(307)M占sACARRIO.V,F.e蛇の防絵,.Urhguay

Mh ･.deGatlad･-yAgr･Bol･bEom･2,,
′.＼ 448て19申)
く308)METCAL.F,R.L.:アザミ･ウiv､iこ封す る∫
hexachlorocyclohexancの異性体及び閉路物質

､ー甲魯性の比較,J･ノEcoll･恥 t.:40,522-5(19.
47);C･A･.42,78･I
､I(809)MEUNrER'J･･'benzenehexachlorideの
･ ■合成時に生する新化合物に哉いて,Coru七･

･)･cnd.acadこSci.,98,43(ト8;C.Z.1884,

,_078. ､

(810)- .'bcnzcnehcxachlon'dc及び hcxa-

brornt'd?の研究,hlln･､dcCPI'm.ctdcPhy声.
(6)10,卿 -284(】887);C.Z了1887,叩 .

(811)MrLES'FI･W.:西部地方k於ける十字科
ー＼ノ 流茶(Br835SI'cae).のノミ-ムシTa;防除'A叩･
Rpt･Agr･& FIort･ResearchS上a.Long

RLlt･1944.'1年-9(1945)･-

(uo13).- 主FINNEY,̀DIJ.∫AUsco甲E,F.J..I

ノミハム･シに封する殺虫粉剤'_昆虫聾者顧問合

議場 合,Agriculture(押 ･)53;58;6車(1
946)･'C･A･41,4607･ -I

(3芸註 謡 LLG･a慧 若 認 諾

/ 訊臥 RhoddsiaAgr･J･43,126二30､(1919)
(8Ⅰ5)旭TSCIrERLIClr,E...benzeneと油脂の酸に

放て,An n･dcCl血/ct､dePhys･(2)50-,.I

I41-8(1833).∫

(3161 benzeneliexachlor王deヽ

(chlorbcnzl'n)及び hexachlorobcnzene･(ch-I

IorbellZid)に就いて,･Ann.16,17213;Ann.

dcrPhys･u･Chem･35;/870二374(1835);
･C.Z.1835,599.,･ i ､･ L

(817)MoREm,I.G･P...家畜の外部寄生性節足動
物に封するhexachlorocyclbhexa這eの毒性,C1,'nr.

1vct･71,.69-75(1948);C･A/42,.56J8./
(818)′批 NRd,J.A:,Posy,氏.L.I,iioYAnN,

Wm.a..･球板の収量に及痩す殺虫剤の影響 と

3947年度の防準勧昔,No'rthDaやdaAgr･

Expt･Sta･BimonthlyBull･9,109110(19

47);C･A･一一41,4269･ ′.＼

(919)MuNRO,J･W･i.T)DT渦 殺虫N,,Natlire

154,352-8(1941). ･i

‥三;I-:-三 三 C;:I:l'::-i:I-T;.:-.:_三三 -Ii-.jii_≡

I.煙霧状'GammとⅩanc,.citrtL5'Grower155,■

7(1946),･'piol･Abst･21,2059(1947)･

(821)NAS‡R,班.M.:.I)I)T, 666′及び 貯穀.育
良,Curientsci･〔hdiLa〕15(4),上98-9(19/

46)rr

(822)- ;貯穀等虫の防準よりも挺汝,C/urr-
entSc･.･⊂hdiaD16,10て18(1947);C･A ･
41,6661.

＼

68.

屯.
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(323)･NE主L,J･.LMC-1LH工NPTEY,A.･E･,I)uNiop,

R･G･･･"p66:'(B.HC)の製造･′Can･lchem･
processln｡S･32∴3芦578,840(19や)･

(2?4)NEWTO･V,F･,SATCIIELL,.E.,SpROPS甲IRE

:人盗¢膏虫の防除,Nature158,417(1946)
>/

～ 29-34(1945)･l

一′

(33IG)PATERNd,tE"TASPⅠ/･R･:溶液の琴由ps'

メ I.測定による有機物の分子量決定について,Gaz･

∴chirp∴Ital/19T1951209(1889); L') ･//
LC二Z.･1889ⅠⅠ21._ -ノヽ

.･-L(837)PELIGOT,lE..一安息香酸石衣の詔滑に蔵 い
I/

(325)農林省農事試験場東海軍部音虫部 ･'大豆の/ ､＼
事由;第卑報,〆ロイチi'lンジマグラメイガの/ 〉
生態,被等並びに防除に敬いて 1-43L1948).

(326) ',:二,化供血･1･-37(1948)･

(327)lNo甲戸,D.,､:wCultuTemitcの防除に於け

る.I"bDT".ait失巌 "Gammc去ane"'の成一･
･功'Au5tral､･Ⅰ占st･-Agr･SciL･.J･-'12･51--0,./
･(1946)･

(328)NyLlop,N.,RNUi占soN,B.:玉葱に於 け

･る有- 裂の研女凍 editasi(33･,J2-O0-84/(i9
47);C.A.42,5175 ∴ ′ / ､

(829)0･lLAN占,0.d:.･bcdzeムehexachloridcl
の (殺申剤としての)成統･'J･Econ･,'Ent･

40,138二4(1947);宰 ･A･41,4606･･

く830)0'wEN,E:.･患物事虫駆除FC Gammcxa･

A_e･J･'Ind･'Brlewing･､53･236142(19r)･
I(381)PARKER,R･T･･,EsHJ3AUGII'､E･T･.･'カン-.*
サ ス州に砕ける新殺虫剤に依るコ'T..)ン蛾及び .

丁カダニの防除'J･■Ec9n.･Ent･40･89114､

(1947);C･A･42,3896･ し'-i

(882)P̂sFエE.LD･G･.:キャベツ病音虫の防除,I)～

DT及び696勝剤忙依る索晴Lbi･結果,Agr･･t
Gaz.N.S.Wa-Ics,56,489-62(1945).

･､､(333)- ,BRYDEh';J･D･･'rコド1)ン蛾防除'1

輿 DDT･,"666､,･･及び枇酸鉛に依る Bathurs!
J一

咋おける賀段,Agr.･Gaz･N･S･.Wales.57･ 一

53声丁8(1946)･,I

(384)｢ ,G･･甲o甲 C車 J･･･オJt,ンヂにつ＼ヽ

,くコド'.)-/廠防除.にDD.T･･ナ6Qa,,及び枇酸
･鉛の試験,Agr.Gaz.rN.S･Wales57,488-

99,49-8(1946);C:A ･や ,1802･ .′､

(835)PASQUnE,R･,'GAUS;ERAND,h･-T･･･tLeXa･1

chLpro'cyclohcxanqE,(HCC)及申乾燥した変･

I'･.の敬芽能.･An ll.dp･l7,h st.A g上. etdes-Scrv.＼一
･dcRccllCtd'E 芋Pt･こA gr･･ de L-Al gericiも 一

､ヽ
＼ヽ

＼

54

て'Ami ･deChinctde,Phys･(2)56,I59T

､79(1884)l･ . /＼

(8?8)PEPPER･̂B･% CAi4PBELL,J･C･,WILS?A,,,

CJ:-1)ガネ.ムシ防除に封する bcnzcnchcxA･

占hlori(1C,fL'ntstoG;owcrs〔N.･J,State;

potatoAssoc･j'27(6),モー2(194ti)･

I(889)十 j､ノVr壷 ･:C･lrT･CA叱PBiLL･･J･C････
､馬鈴薯を害する.̂.)-ガネムシ防除の馬の bcll･

zcnchexachloridc,J.Ecoll.Etlt.40,7_F '7~

139(1947)-;C:A･42,1699･

(840)PET苧E蝕RIDGE･F･･･果樹の病虫乱 'Far･

-mersWcpkly〔LJond?n〕写3(12)･ ●14(19号6)･A

(34.1)PEILIもpoT,E･･,DALLEhnGNE,呼･J..I

GamhlCXaneの静陸･′■Exp.?r;mcutlia･3,118t･

:ソ(1947);Ac.A.､41,4576･,_I

(349)PIED車 A,､Gm,GoNZALOI･･新殺虫剤の流 ･

牢病笹的憤値,主要な恵三系列の比較研究とそ

の通常TAる使用法,Mcdicii･aColonial7,209･i

-42(1946);C･A･40,4170･

(843)P血o.TV,D.P.鞄は た封するDDTの致死

作用,叫turc158;878(1946);七.A.141,2200.

(844)PL壷 恥 .C.C.,SHAW,J.q.:･メサ ･i,′

コ典質曜防除にDDT及びBHC,J･Eco千･

Ent･40･､4号■!-6/(1947),'C･A･.42,812･-

(845)Po甲ALAN,R･･キララマダニの1位を防鹿･

1/媚 に年休t'beムze噛hexAc叫 qc浴, ､■
:J･.Econ･Ent･10.134-5I(19r),･C･､A･

41,4606･｢ )

-(346)PLOtVEkBS,M.D.,MoRRISON,F.0..･D.1
I)T及び開院有機分子中相封的殺虫性'.Can･●
IJ.iics.25D,12二41(1947),･C.A.41,5.048.

(347)PRUTHI,ff･S･･MA警R,M･:イシFに於

嘩 怠業用役車剤としてのI)DT及/vI666現時

胤 Ⅰ,貯穀用,･Indi-apFa叫 ng,早,.60.6-畠

･J(1945);C.A･42,4707･ ノ

.(848)PqRCdASE･fITS･‥殺虫剤 "666J'の兎･
f

●
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i, //

II.*,聖 封する畢性試琴,V.ct･Rcc･'57(18う･.
211(1945)･

{849)PuRVIS,.J'.E..･l'cnzcnc及び bluc110
,･の各短大p.ゲン誘軸椎の瀬見及びi穿淡の吸血ス

､ベクトル,J･Tでhcml.Sdc･107,､496｣509(19＼

15)･† 1

･(350)RAI･VŴTER･-,･C･F･･BoNDY･F･F･Lr相だ
虫及tL堀相中防除用新設虫部;.J･革co.n･Ent･

40･･871-3(1947).;CL･A･41,7634･一･I ~ ~l ､i.

∫(351)- ,A:糖質中に加そむノグム:シに有効改

.殺虫軌 J･Econ･.Ent･40,92315(1947);

C.A.42,2710. 1 Q
1

(352)RAL工SEY,L･･L二,pATiE警o･V,W･L･･･市㌔

･臥 hcxach!orocyclbhcx-aDC の二i卓の成分の

分離と精製,lJ.Assoct.Offic.Agr/chcm.

29,837146(1946);C･4･41･-831･ 1
I(858)IRAUCOもRT,A.:括物粟撃の展望,･ムln.

AgrDn･〔Paris〕.15'879-483p(]915)･
/

(854)･- :新合成有機殺卑剤 一hexachlorocy･l
clohcxane,Rev.Hort.(Paris〕118'718(19

i5).- ,
(355)- :新殺虫剤 hcxachLorocyclohcxancI

の長近の琴見,LaNatureld45,2甲 ｢6;CJ
･A..41,6364. ′ J I

(3ol6)- ,13oi.C耳ET,R.･L.;新合成有機殺虫

:剤 he･tachlorocyclohcxanc,ChI･m･CtへIndus:

56,4i9155(1946).;C.A.41,324.9.II-))+
.(857)- ,V王el,也:.･Lexalchlorocyclohcxane
の殺虫性,Compt･rend･acad.agr.Francc･/
31,558-65(1945)'･ ､ )

∴(358)'｣ ,｢ :Terpincol添加 ･よる IIka･＼

㌔ chbrocyclohc女IaもCの疲虫力の場大･Compt･

rcnd:226,1541-2(1948);ド.A.42,5607./

(3器 R器 E::i'諾lrp',票 gAr警 署EicfT182;,

4､･7-9(1946). `

(860)ruBBAND,C･R･･'.てラt)ヤ防除にDDT及

び 申mmcxancの筏渦紋朕の使用'J･Econ･･､
Ent.39,567丁92(1946),･C.A.41,,3915/I
･(861)RZcIIER,P･9･,INSXO,W･M･.･羽武中一
.紐の防於,′J.Econ.lhlt.41,123二4(1948),･I
･C.A.t42,6018,■ r̀

I ノ
ー(862)RoBERTS･R･:動物寄生卑に封する bcn-
2cnchcxachloride,J.lEcon.Eat..39,539

日 i946)･;C.:A･/41･.312て ･I /

(363)- ,･･.下T/ガネ終シの一種の防除 の烏
の土壌起臥 J･Econ･､Enも▲40,57il2,(19

･47),'C･ヰ･142{312･I .
.(364)RoBERTSON!0･T..‥､I)I)i,benzenehexa1
㌧ Chl｡,ide及び Ryanl･a宣 依る容蛾の一粒の防I
除,J:Ecdll.Ent:41,､一12Jll(1948);C./

A･42,6048. ､/
/

(365).RbGERSOh,,'S.(LC.Ⅰ.):嚢虫剤としての

ーlleX孔ChLorocyclohcxane,Natur.e156,142才て19

15);C.A･40,160･

(896)RosENSTエEL･A･:glucosideg.の合成'

Com王)t･'rcnd･54,ユ78(186号).･′J･丘For-

tschr.d.Chcm.1862,.481-2.C.Z.1862,

810. 一■

(367)Ross,W･A･･･就力な新殺虫剤 ben/zenc

′ hcxachloridc即ち 666.CanadaDcpt.Agr.

､JSci.Scrv.,'Div.EIlt.､proc.pub.Zqb'.50,
3(1946)･ ･ヽ.
(868)RowE,'T･A･:食用枝物の病虫青野除'㌔
Assoc･F00d･過 DrugOffic･U･S･OuArt･

Bull･12,3118(1948);C.A･42,5607･

(369)RyzHXOVA,A･Si.:-benzenehe妄achlorid.e-

の殺苗作用,Vscsol･u印.Akad･Set,skokhbz･

12,16-18~(1947),I131blL･AgT･,2,.18726(1947)'4､1
(370)SAALTINK,G.J.r.A1947年度のカブ ラ- Jヾ

チの1稜 AEkaZias〆nwuあーの幼虫の葛生 と防
二 除,Maandbl.I.andb｡ILWVcorlichtcmgsdicht
I5,ll)-3(lOj8);C.A.,42,6606･

(871)Sabaticr;p･･Mailhc,.A･,'cycloDc甲nP.

系列のalcollOlの合成,Ann･dcChim･■ct
dc･phys･1(8)10,6-07(1908) ノ J

(372)SA.vcirEZBuEDO,E..･新有械殺虫剤 hclxa-

chlorocyclohexane(666)_キこれより有力な異

性体 gammよ(Gammexane)に就vtて,.Agri-

cu!tuz･a〔M!dridj15,●124-7(1946)･l
,:(373)SANDERS/J･G･･.苫b化合物,.素晴しく汲

'､カな殺虫剤として見出さる･ScI'･Monthly62,
;/465-6(1946)･

/(874)SAVrr,J.,h'oLLROS,J.J.I■ToBIA占,J∴l
由＼

-ヽ
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IM･･摘 及び轟 ブリ撃殺すに壷する r-he車
chlor?qy･CLohcxatlC(i-66Q)の適量及びDI)T

'との比校･P･roc･軽 く.ExptL･Biol･Med･㌔
L62,叶 8(1946);'CiA･40･響)6∴-
(37年)ら;iIPLi,R一,N6RR,W.J.･･一酸化蟹索の ､
benzene誓封す号作用に敬い:{･B6rl33,723･
1台(1900).

(376)ScEUppHAUS,氏.:沸蛤 b̀enzeneに封す
/

る担素の作用に哉 jlて,Ber･17,2256'-63'･･/′
ノ (1884=),･ 十
(377)ノScHwARDT'H･tI･,NEWSqN,L,D･,NoR一

･oN,ノL･B:.･DDT或いは hexachlorocycIQ:＼
Ihcxane虚理に依る7カツメクサqj牧痘増加,′･I

十;1･荒 O,::･臥 40･'868-5(1947'･'C･･A:I
＼

(878)̀scoTT,T..L.-:フラツスFt於ける新殺虫軸

の竣見.Microscopeand.̀Ent･Monthly,5,､

811-2.(1945)･

(379)SiA.NAHAN,G.J;./ben左cnehexachlorideI

･666" のキンノミェゐ1稔の桶に封す.る静陸,.

J,Atdr.Inst.Agr.Sci.12;1i819(i.916);.

C.A.41,6661.

(3EO)1- ;幼虫痕由剤としてのDDj:及び666,
Agr.Gas.-N沼.WaleIS57,382(1946);′C.

A.41,7629.

I(381)- :ヒツジシテ声ノヾ工,Metobhaguチovl･
1uLS の (bI)T友び666たよる).防除,Agr.

Gaz･N.S･Wales57,632-5(1946);C.A.I
41,76-L}8･ '
(882)SIÎW,ll.:新殺虫剤DI)T及び benzenc

hc･iachlorigc.とその良薬VC於ける重要性.J･

払y.Agr三鮎C.･ihg.106,字04-20(1945),･

CIA∴4P,6190.

(888)宍戸圭一'三両義雄 (鐘抑紡斑株式合敢)

㌔;琴軍旗茨化水素叉は班素(ヒ芳香族表化水素の

-∴結晶性盟素附加化合物の製造方法･.確融 2年特ノ
許出頗公昔,療876故 (公昔22年6朋 8日)

く38t)尽汀ESJ･W･･･666の調製の簡便法,アVOC･

ん皿.Soさ.Hort.Scl'.･'47,213-14(11946).･
C.A.41,7626.･ノ .㌔

く885)乱ADE,R..E.:hexachlorbcy占Lohexane
一のγ鼎 性 体 (G血血exan e) , 素 晴 しい 政 敵 を
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持?殺虫軌 Chem ･ 冬山d･40,314-19;''

､(194声)C:A.40,.′2257-9.＼㌔

(886)一丁-:革効ある売払 E!ldcavo-ur4;:′148-

58(1945);C.A.40,2584.

(387)ASLAi.optA･:各種航妊及び光の影響下に

･於ける盟素とbcnzenc′との化撃反愚論,･Proc.I

ttfhem･S､,C･.19,13516(1103)i

(388)畠L讐ISMjN,J･Pi･-W竺so-N,J'･D･r･.高
澄 由に及ぼすDI)Tの影響.Vcge,t･Growers

･､Aspc･､Am･･Anll_･:Rpt･1軋 189-9･o;
C.A.40,62Ol.′

I.(8鮎)sA示 ,a.N.,GoucK,FI.i(.:森林地郷

にVlるダニ顎の防除,J･Econ･EIlt･●40,

793-5-(1･L)47r)･'C:All42,27キ9･

:(390)馳 TfI,F.･F･;血SヲwELL･A･L･:･?ラジ

＼ ミォラスのアサ,ミウマVt封するDDTとbenzcnc

lleXaChlorHc,Gladt'ollisMag･ll,No.'3,10

1ニ13叩 7);-C･A･141･'76.37･- I ＼

., J.･.光柁笹的研究ⅩVI･bcnzetlCの班素化ゐ

研究の紺 ,J･ケ chem･)S?･55,4竿
.5?(19･'!･'i)･
(392)Sm tI,･血.S.:土壌中に於けるI)DT及

びもHCの残存状態,N血 rc,'161,246(1948).＼
■(393)SNAPP,0:Ⅰ･･'崎型桃と惹起する害虫の防

除',J･Ecotl･Ent';40,185-6L(1947);C.､

A.41,46O7こ

(894)- ,･･恥 あ もゾ隼 シ防除に･bcnT∫
'zeneheてaChloride,J.Econ.Entl.･40,･38_L'

-5(1947);C.A.41,76･L37.､

:(995)～SRIVASTAVA,A･S:,ⅤェL.SbN,fI･F･:蟻茶 ･∫ ′ヽ
.剤及び接航殺虫剤としてのB'HC,J.Ecdn.,
･l玉bt.40,569-71(1947);C.A.42,101,0.
(396)STAPILPY,J.fIF.･満 益昆虫t'新殺虫剤,/

Farming〔Norivlch,Engl.〕1,151一字(19p46).＼ ＼′
(897)STEARNS'.,L.A.:新殺虫剤に関する進が報/′
昔,Soap声lnit.七hteni.-2･3,(1);11710141

(1947).

(398)STEP-NSON,fI･P･.,CurtiuB,A･L･'中 n･ I

zenehe血 hloride,英国持許 4i7,058(5.7｡

1986),･C:A.30,6766.

(899)S,TEVENSON,W ･Al,.SHEETS;L W:･'枯
G'

I
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の昏虫防除 に benZCncllCXachlorJ'ttc'J.

. Etbn..血t:39,811(1946)∫.C.A.40,'4170.

I･'篭LO志≡;wA.TG'a三LSe'i:a慧"Ho諾Fmmt.'-Gi:tScF慧8":

･一､696-7(1946)･,C.A･41,653･ 1

､(401)･ナ⊥:.̀'GammcxancHの節足動物に封す

,､る作用の雷撃的及び秋頃笹的重要性,Tふ S･
..Roy･,鮎C･Trop･Mcd･flyg･40,559-65

‥(1947)ノ;C.A･41,6014.

(402).STEwiRTiT,II)･,,拝ANSO.N,-叶 H･:層 第.ヽ

･とbcuzcne.との反感b ethylcneによる誘導J

J･4m･Chem･臥C･53,-1121-8(1931)･:
(4O3)STOKER,氏.7(,JGammcxaneの茄菜に及l
ぼす薬事の中間報督,RothamstedExp.t･Sta:

?. Brit･･Rpt･JARC8730･,(194q)･-
(404)SuN･Yt,h･pEI･RIWLUIS･lV･AこNoRTPN,
L.B.i..chlordan,-I)DT,benzeIIChcxa･

rJ

l～ lt

串 .節 ll,蚊 一 ..

′(411)一T̂TE･fr･D･･l殺虫剤に於ける攻乾?二三
･の並妙,Am.A珊e./.cc脚 LChcm.:'1.もans･
4(2),87-43(1約6)･
'･(412)TAYLOR,.耳.i.-.･新殺虫剤 hc･YachloTO.Cy-＼ l
I clohcxanea)ダニ新に封すや殺虫lJl,.I Nature

/ 155,893-4(-945)･･C･･九･39･tqO97･＼ _
,＼(413)一二:bcnzcndh占Ⅹachlori_dcl･有望な新ダ
,ニ殺虫軌 VcC.RcTc.57,210二11(1945)･ .

.(414)TAyLORこG:G･ミ億に封す予′pDT及び/

丁 666の像備野外試験;′Ne'W･Ze'aland.J･Sci･

Tech.27A,ユ2'9-3t?､(1945);C.Al40_,7500.′/･ .ヽ -
(416)TAYLOR,､Ⅱ･,.FROD苧IIAM,-J亘 G/amm･一
exaneの人及tL･動物に封す る毒 性 の試 験,

芸芝芸 aA,TiiSBh:,o:n;t,A,.mEmc:nh?nin?.'le )

.'9117(1948);C.A/'42,●604テ.

I''(405)~鈴木信,中島稔 .'1,23;4,5,61hcxach一

一lorocyclohcxaneのγ異性体 (gammexane)の･//
､定量に哉tjlて,防虫科挙;10,31(1948)･I

･(406)SwART,F･･･:盟素化誘琴体,Gh'gnard＼VL･十

･編 TraI't6dechJ'rpie'organt'que 3710-32

'(Paris)(1935)･ ′′

･(407)TAGGART,lV･G･'･FoRJ3ES･Ⅰ･L･･'農業研/
1究,1945-1946年間報普'LouisianaAgr_･

E･tpt･S㌫･A血･Rpt･I1945-1㌢6,3-125I.(1947);C･A･'42,7598･
. ･(4Q8)TAhfE.SON;m R.,TH叩AS,F.i.b'.,woo-

､ I-dar°,R･C････,B且Cに郎 -.)ガilムシ駆除,
.特にDI)士粉剤との比較,An u･Appl･Biol.

:̀ 34,845二56(1946) ,

㌔･-,(409).TANNER,C･t:･･･benzenehcx'a.chlorJ･de研

究,抑 左び生産に於ける6月準のiW ･の綜一J′ヽ
･報.IBrl't.Mh.lProa.Rpt.IDP(44)187,
ユl空-I)(1944) ･

(410)T̂REEVA,A･L:hex.achlorocyclohcxane'亡il

身性体の市収混合物鴫 性試験D'結n!･･.Far甲ar
koLiToksikol･10･No･-L','45-7(1947);
C.A.41,7535./ ′ ･i

一二:=~

N血 re/158/658(チ946);C･A･41･104台･
(416)TEI,･S.,Ro恥TStT,_S.･･接燭反感の研 究
ⅩⅩ,接解放索化反感,叩eP･TColl･Sci･.r
llyoto.Imp.'Un王V･10A'326-SOL(1927)･

(417)TELFb品,rI.6..･家畜啓虫に封 LT/もe益1-:

.genehcxachlor王de,J.Econ.Ent.4079-㌦
l

● ノ
21(1947);C･A･41;2709･I
(4･18)㍗ ;牛雌酪除用殺虫軌 J･'Econ･.Ent･I
40･.928-80(1947);C･A･42'′86-'3･,

(419)TltbMAS･F･J･D./:.カ'TTドゥ79化学的 ~

(4わ ー ,JA品soN,fI:R･(Ⅰ･P･Ⅰ･)‥､Cam-/i
me妄aneに依る-T)ガネムシ駆除の賓曙,Na/

tuT9157･:555q946);Cia.･40,J3845∴･
(421)丁 ･- ;Pai& cxanc･tC依るつ - ネ .
Lムシの質際自弓防除,Nature158.,re73(1946)･ /r

(42等).- ,MmLrNGER,･T.･■･:､ゴキブ T)絶 滅 に
､

〃Gal皿cXane対,mblicCIcaIISltlgaud凱L･

(19iG) , '＼
(423)TzroMPSON;ⅠⅠ.W.:･分析に封する赤外線 ･

分析の利用,Analyst.70,4481(1945)･

(424)′- ,,:隼劉 勺轡 拳の鎮魂 甲 ,Egdi-
･avour'.4,-ユ54-9(1945)･
(425)-THOR'p,A･M.,--De甲EnLbN,b･･･Gam･l

mexaneの昆虫に封する声性の阻青現象,Na一

一turC'160･264-5(1,947)･･C･A･41,7628l ∫
(426)ToBrAS,31.M.,-I(OLLROS,､J.JTSAVIT/.

･､J/･'ゴキブリ,蝿及びザ1)ガ三中のaCetylchoIZ-
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＼く428)United-States･Bur6auof血tolnologyanq
l

ph'utlQuarantin揖 benzenphexachloiid9〕,:L,
I:U.S.IhrこIEnt.and,,Plait'Qu昆r;.Ann･

･IRpt･1946,10-i2(1946)･. ' L′

く429)ぎASltKOY･,,-V二Ⅰ･･,S車 読 EOVAJ:hexa∴ ･t

t･chlorocy･cl.ohcxふncの静臥 J.′Med･沖ara一

㍗:ib(119P芸 等 A?i?4C2a,S?:3'4g:竿 桝 6'141+/ .

(489)｣ ,･･･hcxqc-hl'orPcyclolhexan c ･ を しみ込
･ませだ払帯の鬼に封する影酪 J･甲ed･Paragltol ＼

一Parasitic.Dis6ascs.･16,A.No.1,43Ei､･(1947);

･C.-A.･42,6343･ / ン､

.､く4芦1)LVr!L,_G.;LGRIS｡N,P∴偏 白濁由 虫た ､

､＼､封する.hcxachlordcyclohe立aiie､及'ひ他p殺虫

∫ .防 j虫 ､斜 ′,串 瑠 ,l1一改 ､

ne･及び関係物質とI)DTの効果･･J･′Cen･､/ 堀 中にbeDZenC･hexachloride及びかl" ･を混/

'4CIO',i2P5･去4Ty.siol･2r8･,15漂 1誓 '､;C:A. I,?TLl{.BO監 昔 L.iI,n欝 sci'【12,/

く427" UF'S, L･E･,m -ALi･･R:鞍 :表外級 鷲 ㌫ 孟mD芸,T.T.慧 ec:慧 思 慧J分光笹に伐やhe主achlol'OCyClohexane′の分析･′

ⅠIookcr玉】lectrochcmicalCo･Rpt.iVo･4706 ･13,182-7(1947)妄C･･A･′41,*01･
L8(1917). - - ･ j (439)WALTON,R･R.:担化茨化水素及び Sa･

l

･･･badillaの昆虫及び植物に封する形智,J･Ec叫･,

I,ふ ･･/p･3中 5(i1947十･:C･A:41,;635･,I
:(440)WEBSTER;､E･C･′･Ⅰ･C･Ⅰ･･':殺虫軌 潔即 与

許 ち86･.133(5･･19'1947)･C･-4･･41･･7641･ こ
一

く4'41)WEEDA'･.:benzene.hciふ lor.･d.C･ISoap
-S.ani七･七hem･23,115⊥6(1946)-･･ic･A･41,
8574. ′

.∫

,(442)L̀WEINbtA=7,､C-J･･･' イ･1)/イにぬけ･るコド p､

l)γ蛾の殺虫試験'J:Econl･Ent･.40,667-

r声(1947);_q･A･･i2･31･2･･ ′

I:(448)十 ･{DEや ,∫∫,C::l撃イ轡 ヒ押 系殺■

' i虫剤に依るバ.,ク薪の防除に関する二t･･･三の肝

｢ 窺,J.Econ･tEnも･40,･紘ニ9(1947),IC.A.
′･41,･6017.

r剤の作用の旦校'Comp七･･rcnd･.226･840･-1､

L(1948);C:A･チ2;6606∴ ●';

(482).･VLEOD,A.van●-de:化箪畳諭 Ⅶ,熔融潜

･膏帥 及ぼす分子構造の影響1- 新しい ,JrhcSO-､i
morph王cstate,Bull･･Soc二LChim･､Belg･48,

由 一68(19卵);C.A.33,9112;.

(4,3.3)Vp'lIOL,fI.:-benzcneの由素誘導体に封

する敬珪肺酸の件用,Bull･･叫 m･Sbc･Chi甲.ド

dcFrauc･cJ7･42年151(I865:).;チtschr･･f･chem･I

2,1_02(1866)●･ ′I＼

､ きく434)WA班pIELD･W･･t･:bcnzc,a_C･ムex?chlo･
･ ridcの製造;､･Chcm･也Ind･us･Nol436･867～
ー(1945);C:A･41,:6018･･1
･(485うwAiLACE,q･.ti･.･･,手癖 に朗 .すL云コ.ガ
ネムシ幼虫に b占ムzenehe這Chloride(666)及

びDI)Tの使用,′Agr.Ga2:..Nl.S.Wales57,

㌦ 200(1946):了 -十 ㌦ -.II
く486)一二 .'玉萄黍害虫とのー取払;土壌中-のD∫

I .sP .慧 ご:̀75976,'子禁 慧 (39g4ri書 JN･

.(甲 ? - .作 物 の 撃 ヲ 中 人可- 嘩 ■め チ
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了(444).i ,,- ,.BIGGER･す･;.rI,･:･バツ̀ク防除､
.用殺虫剤の味宗剤及び;粉剤,LJ･'Ecotl･~Ellt･

'､'40,91-7(19,47)･

･く445)､WE垂 ,.:lt･･･=t=甲斬殺虫融の牛及び串

に封すろ静性,J･Econ･Ent･_41,86-9(19･

I48);'･C･A∴42,iQO49･一･＼' . ･1I
I(446)'wELLMAN丸P .ti二:儀 業用合成薬剤,.第1･
部肥料と殺虫軌 C中cm･Indd主trI'cs62,914-

9i(194i)･/ ､､ 1 1

(44号)WELLS,R･WfBARRETT,Jr･WIL･:iLウ

: 芸p完昌,誓 :-tit.an'.篭nnztc.A;£竃la:てolr9i4d6e,管

I･･A:41,8574. ､

A.紳 8).WE苧TGATEL,M･W･,BoLTO･V,A･-N･.･殺虫-＼

.鞘膜a)読み(DDT),I-NA土I:-･PaintVanisha＼一l/
､ LacquerAssoc.,､Sci.Sect.Circ.71年,26-

~:告 一三i=･::-:=-:I.::ii.呈 ;二;._;==:t=,i,:.:=

･∴ F'.)ヤ轡現駅 に投掛 け ,PToC礎 Iahomよ

＼ .A cad･.Sci.'27,41- 5 (1947),･､C..A . 41,
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く46b)WIIrilVALL,A:･･B.W.,BRADrORD,B..･祖
業殺虫剤に抵抗性を有するダニ及びそのGam･
I mcxane(γ-bcnzcnehcxachbrìlc) 投流に依,
る防除,Bull･,Ent･Rcs･,38,:853-72(194
7);C.ム 41,I7627.･〆 ､

lく4誌 芸tI(LCgS蒜,'に詰責諾 誓 .oAfwB.A.芝T
f王C･･Agr:Ch血.30,451｣5(1947),･C..
tA.42,7543. 1

(452)WILL血 S,･J:tV･;FocEL率 ,J･M･‥='.
･柾混合物の電媒常数XK,奴極子 能率(A)ナフタ
･ンとそも誘導体(B)と及びβlbenzene､hcxa･i
chbridc,J.Am･Chem･･Soc. 53,2096-31
04(1981). ､

(458)WILSO由',J･D･,a:LEES壷 ,'J.D.:新殺
虫剤の二三は紐物を零す'OhioAgr･Exp七･
･一sta.Farm.&̀ fI?mcR昌S.32,58-63(194･
7;C.A.･41,6361. 1

(464)WmSON,J･7(･:土塊微生物に封するben-

li:■l
＼ /
ヽ

節?､11 班
I

Eng･Chem･40･711-1-～(壬948);C･A･42,
6160･ ,.I､
(459)安盛善一･･声-テログラフ法に依るBEC
の定立に就て'1948年6月】2日日本貞薫化畢合
開頭支部例合にて章表. ′､㌧

(460)YouNG,Ⅱ,'N･･科挙は豊象 を稗益す,･
virgiaiaAgrJ･E写F,･Sta･An n.･Rpt:19451 /

､ -6;6j o(19讐)lC:A･41,.7599･ l
-Egypt.MedこAssoc･す･49,38-甲 (1946).
_,､(46字)ZI虫GEL,J･;Z'tschr･･f･'xrygtAllcgr･
aphie10,415(18_85);JL:Fortschr･chin.,
i1885,729. /I ､l ､.
㌔(468)ZINI.V,N='ztschr∴ft./cheふie,1871,.

I.zcpchexachloridcの効果'J･Agr･Rcs･77,
25-32(1948)･' -･
(455)lhLSON,tI･乱,町 LL,W･B･,SRNAS:
TAvA,A.冒..･マメのアプラムシ防除用としての ′
Ibtenone,̀I)I)T及びbenzcnehexachlorideの
＼比較'J･Eeon･Ent･40,101-3(1947),.C: ＼
A･41I､4884｣＼ -

(456)☆ェTT,ーp.17.:.殺虫剤の活性度の決定法と.〟
DI)T及びhcxdthlorocycloheヱaneの作用の
械作に関する報告,Z･･nLLtllrforscll;.26,361- ,
6(1947);C.A.42,E;161･
(157)WO地 ,ARCERt,･宣 .0.‥1 ･jlヂクを寄す
る7:ザミウ17の1軽の防除,florida･Ent･28,
､82-3(1946);C.A.40,6742.
く458)WooD心ARD,1･G.,Aogancy,B.;Lcllman, ㌔
･A.J･:酎 ヒ茨化水素殺虫剤 の代謝,:Iha･-

-084(1871)･こ＼
(464)醜 :GammcxAne.･僧 衣迄戦事中秘廃vC,
されていねこの物質は殺虫剤とし七最も強力な
､癖 ･物であ.8･ノELCampoy,苧ueLo,ヤge空 o
三 二 ;三 三三l=.I.:,,_二__:,I_::i_
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